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将来的なワンストップサービスへ
市役所の組織が変わりました
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沖見小学校入学式
４月６日金曜日、市内の各小学
校で入学式が行われた。
来年度留萌小学校との統合に
より廃校となる沖見小学校で
は、最後の入学式となった。
一年生の胸元に花を飾るのは、
来年３月この学び舎最後の卒業
生となる六年生。
『ご入学おめでとう』の文字が
胸元で誇らしく輝いていた。

くらしのお知らせ

留萌市議会だより

〔連載〕
留萌 観光・感動物語
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❶
始
動  

平
成
24
年
度

　
　
　
　
　

 　
ー 

市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た 

ー

市
役
所
は
『
信
頼
さ
れ
る
市
役
所
づ
く
り
』
を
目
指

し
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
利
用
し
や
す
い
環
境
の
整

備
を
図
る
と
と
も
に
、
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

向
け
て
、
次
の
体
制
で
取
り
組
み
ま
す
。

地域振興部

農政係
水産係

経済振興係
観光物産係
港湾振興係

安心安全なまちづくりのために
防災と防犯、交通安全業務の集約と市の管理部門の
一元化を図りました。また、確定申告担当（税務課
市民税係）を１階へ移動しました。

政策調整課 本庁舎2階 42-1809

農林水産課 分庁舎２階 42-1837

経済港湾課 東分庁舎２階 42-1840

地域経済の活性化のために
協働推進と経済振興を総合的に進めます。

健康で笑顔あふれるまちづくりのために
市民に密接に関わる仕事を一元化し、迅速かつ良質
なサービス提供を目指します。

市民健康部

社会福祉係
保護指導係

戸籍住民係
保険給付係

市民相談担当

保健医療係
保健指導係

介護保険係
高齢者支援係

社会福祉課 本庁舎1階 42-1807

市民課 本庁舎1階 42-1805

本庁舎1階 56-5003

保健医療課 はーとふる 49-2558

介護支援課 はーとふる 49-2558

コホートピア推進室 るもい健康の駅 56-1535
●コホート事業
●るもい健康の駅の維持管理

●介護保険
●要介護認定
●地域密着型サービス事業者
●老人福祉
●在宅福祉
●介護予防
●地域包括支援センターの運営

●市民相談
●人権相談
●行政相談

●地域医療対策
●保健事業
●結核対策
●感染症予防
●予防接種
●母子、成人、老人の保健予防
●各種健康診断
●はーとふるの管理運営
●健康づくり

●戸籍（出生、死亡、婚姻など） 
●住民票（転入、転出、転居など）
●印鑑登録・証明 
●住基カード 
●自動車の臨時運行（仮ナンバー交付）
●埋火葬の許可
●外国人登録
●国民健康保険 
●医療費の助成 
●後期高齢者医療
●国民年金

●商工業の振興 
●中小企業融資 
●雇用の開発、安定
●労働行政、労働相談
●消費者行政
●観光の振興
●地元特産品の販売促進
●新産業、起業の促進
●海のふるさと館
●港湾

総　務　部

総務係
人事研修係
契約係

財政係
管財係
地籍調査室

税制管理係
市民税係
資産税係
収納対策室収納係

総務課 本庁舎2階 総 務 係  42-1801
人事研修係  42-1802
契 約 係  42-1803

税務課 本庁舎1階 市民税係  56-5004
本庁舎2階 その他の係  42-1804

●市の財政 
●財産管理 
●地籍調査、町名、町界 

●防災、国民保護
●交通安全
●防犯
●自衛隊 

財務課 本庁舎2階 42-1813

危機対策係 56-5005本庁舎2階

●道市民税、法人市民税、軽自動車税、
　たばこ税、国民健康保険税
●原付自転車、小型特殊車両の登録 
●固定資産税、都市計画税
●市税などの納付相談、徴収

●社会福祉施設、社会福祉団体
●民生委員、児童委員
●日本赤十字社 
●障がい者 
●特別障害者手当
●障害児福祉手当
●戦没者
●浮浪者
●行旅病人
●生活保護

●農業、畜産、林業
●漁業、水産加工業
●畜産館、こさえーる 
●るるもっぺ憩いの森

●市行政の総合計画、調整
●事業評価 
●広報、広聴 
●住民組織（町内会）、市民活動、協働
●コミュニティセンター
●住民センター
●留萌市応援基金
●国際交流
●企業誘致
●広域行政
●女性施策

●請願、陳情 
●市長、副市長の秘書
●情報公開、個人情報保護 
●統計 
●平和祈念事業 
●職員管理、給与、厚生 
●入札、契約

都市環境部
都市整備課

管理係
土木第１係
土木第２係
建築住宅係

上下水道課

管理係
営業係
上水道係
浄水係
下水道係

分庁舎２階 42-2010
建築住宅係42-2025

分庁舎２階 42-1806

分庁舎１階 上水道関係 42-5151
下水道関係 42-2049

環境保全課

教育委員会
学校教育課 東分庁舎１階

庶務係
学務係

生涯学習課 東分庁舎１階

●教育委員会
●市内の小中学校
●学校教育

生涯学習係

こども家庭係
（家庭相談員）
（母子自立支援員）

学校給食センター 東雲町１

42-3006

42-0435

42-2079

安心安全なまちづくりのために
より効率的かつ計画的な都市環境の整備を図るため、
社会資本整備担当の一元化を図ります。

子どもたちの夢と可能性が育つまちづくりのために
生まれてから青少年までの総合的な支援を行うために、児童家
庭課を「こども課」として教育委員会に配置しました。幼児療
育通園センターは機能充実のため、独立組織としました。

こども課 本庁舎１階 42-1808

その他の機関
▪市立病院（東雲町2）………… 49-1011
▪農業委員会（分庁舎２階）…… 42-2086
▪議会事務局（本庁舎３階）…… 42-1907
▪会計課（本庁舎１階）………… 42-1906
▪監査事務局（東分庁舎２階）… 42-2053
▪選挙管理委員会事務局 （本庁舎１階）… 42-1908

環境保全係

幼児療育通園センター 元町５ 42-1109

美・サイクル館
管理係

藤山町 46-1600

●道路（除排雪を含む。）
●公園 
●河川 
●都市計画事業施策
●道路標識（案内、警告）
●街路灯、街灯 
●都市計画事業施策
●中心市街地活性化施策
●建築物の相談、確認
●市営住宅 
●用途地域 
●住居表示 
●公共建築物の設計監理

●上下水道料金 
●給水の使用開始、停止
　（引越しなど） 
●下水道受益者負担金
●水洗化に伴う相談
●上下水道施設 
●上下水道のトラブル
　（濁り、漏水など）
●浄水場
●配水場
●浄化センター

●環境保全
●公衆衛生
●空き地、空き家の管理指導
●市営墓地
●飼い犬の登録 
●狂犬病の予防注射
●害虫、有害鳥獣の駆除
●浄化槽の設置

●一般廃棄物の処分、収集、運搬、
　排出指導
●ごみ処理手数料
●不法投棄

●社会教育 
●文化、芸術 
●スポーツ振興
●文化センター
●中央公民館
●スポーツセンター
●勤労者体育センター
●弓道場
●図書館 

●児童手当 
●児童扶養手当 
●保育園、児童センター
●母子相談 
●家庭児童相談 
●児童虐待 
●子育て支援センター
●青少年健全育成

●学校給食

●障がい児の指導訓練
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４２ー１８０１
本庁舎２階

総務課

将
来
的
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
！

分庁舎東分庁舎 本庁舎



特集 
❷
児
童
手
当 

が
始
ま
り
ま
し
た

■
児
童
手
当
の
目
的

　
家
庭
な
ど
に
お
け
る
生
活
の
安

定
と
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の

健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
目
的

で
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
主
な
変
更
点

　
「
子
ど
も
手
当
」
か
ら
「
児
童

手
当
」
に
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
支
給
対
象
は
、
０
歳
か
ら
中

学
校
修
了
前
ま
で
の
子
ど
も
で

す
。　
新
た
な
支
給
要
件
と
し
て
、

今
年
10
月
に
支
給
さ
れ
る
６
月
分

の
手
当
か
ら
所
得
制
限
が
設
け
ら

れ
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
児
童
手
当
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
留
萌
市
に
寄
附
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
寄
附
は
子

育
て
支
援
の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま

す
。

支給対象となる子ども 歳から中学校修了前まで

受給者要件

０歳から中学校修了前の児童を養育する
保護者で、生計中心者の方です。
・支給対象の児童について国内居住要件が設け
　られました。（留学は除く）
・両親が離婚協議中で別居している場合は、児
　童と同居している方が、優先です。（単身赴任
　を除く）
・未成年後見人や父母指定者（父母などが海外
　にいる場合のみ）の受給が可能です。
・児童養護施設などに入所している児童につい
　ては、施設の設置者などが受給者となります。

⑴
所
得
制
限
額
未
満

3歳未満 一律　　　　　月額１５，０００円

3歳以上～
　 小学校修了前

第１、２子　　月額１０，０００円
第３子以降　　月額１５，０００円

中学生 一律　　　　　月額１０，０００円

⑵ 所得制限額以上
　　（6月分から） 一律　　　　　月額   ５，０００円

支給日

※通常は 7日が支払日とな
　りますが、当日が土、日、
　祝日の場合は、直前の金
　融機関営業日となります。
　

平成24年 6月７日（木）
（平成 24年 2月～ 3月分　子ども手当）
（平成 24年 4月～ 5月分　児童手当）

平成24年 10月５日（金）
（平成 24年 6月～ 9月分）

平成25年 2月７日（木）
（平成 24年 10 月～平成 25年 1月分）

■児童手当の概要

  

■所得制限について（６月分から）
所得制限の対象世帯は、夫婦と子ども１人の場合、年収９１７万８０００円、
夫婦と子ども２人の場合は年収９６０万円を基準に中学校修了前の児童１人あ
たり月額一律５０００円を支給します。

⑴ 「
子
ど
も
手
当
」
か
ら
「
児
童
手
当
」
に
名
称

　

 

が
変
更
さ
れ
ま
し
た

⑵ 

所
得
制
限
が
設
け
ら
れ
ま
し
た

受付窓口 ・こども課（市役所　本庁舎 1階　右奥）
　 ４２-１８０８

受付時間 ・8時50分～17時20分（土、日、祝日、年末年始を除く）

申請に必要な書類

・印鑑
・請求者（前ページの受給者要件に概当する方）の健康保険証
　の写し（厚生年金加入者の方）
・請求者名義の通帳の写し
　（子どもや請求者ではない名義の通帳には支給できません）
・その他必要に応じて書類を提出していただくことがあります。

■
手
続
き

①
子
ど
も
の
出
生
ま
た
は
転
入
な

ど
（
転
出
予
定
日
）
の
場
合
、
そ

の
翌
日
か
ら
15
日
以
内
に
手
続
き

を
す
る
と
、
原
則
翌
月
分
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

　
出
生
届
を
提
出
し
た
時
に
一
緒

に
手
続
き
す
る
の
が
最
適
で
す
。

夜
間
受
付
や
里
帰
り
出
産
の
場
合

は
忘
れ
ず
に
認
定
請
求
を
し
て
下

さ
い
。
留
萌
市
に
、
請
求
手
続
き

を
し
て
認
定
を
受
け
な
い
と
受
給
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
公
務
員
の
方
は
、
各
職
場
で
手

続
き
を
し
て
下
さ
い
。

　
４
月
か
ら
市
役
所
の
組
織
変
更

に
伴
い
、
乳
幼
児
期
か
ら
青
少
年

ま
で
の
総
合
的
な
支
援
を
行
う
た

め
児
童
家
庭
課
を
「
こ
ど
も
課
」

と
し
て
教
育
委
員
会
に
配
置
し
ま

し
た
。児
童
手
当
の
手
続
き
は「
こ

ど
も
課
」
が
担
当
し
ま
す
。

児童手当Ｑ＆Ａ

４２ー１８０８
本庁舎1階
　　　右奥

こども課
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平
成
23
年
10
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
平
成
24
年
３
月
30
日
ま
で
が
子
ど
も
手
当

認
定
請
求
書
の
提
出
期
限
で
し
た
が
、
平
成
24
年
９
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
提
出
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ：留萌市から引越し（転出）する時
　　には手続きは必要ですか？

Ａ：受給者が転出する時は、児童手当
　　消滅届の手続きをしてください。
　　転出先で新たな申請が必要になり
　　ます。

Ｑ：制度改正になり、子ども手当の受
　　給者は手続きが必要ですか？

Ａ：今回の制度改正に伴う新たな申請
　　手続きは不要です。６月に現況を
　　確認する手続きがありますので、
　　その時に手続きをお願いします。
　　（ただし、出生や転入によって留
　　萌市で認定を受ける場合は手続き
　　が必要です）

例：長男（19歳）、長女（17歳）、
　次男（中２）、次女（小 6）の家庭の
　場合

長男（19歳）　 数に含めません　支給対象外

長女（17歳）　 第1子 　　　      支給対象外

次男（ 中2 ）　 第2子   　  月額１０，０００円

次女（ 小6 ）　 第3子   　  月額１５，０００円

Ｑ：第１子などの数え方について？

Ａ：第何子目かは、養育されている１８歳
　　に達する日以後最初の３月３１日ま
　　での間にある子どもを、年長の子から
　　順に数えます。



特集 
❸
第
５
期

計
画

介
護
予
防
と
生
き
が
い
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す

地
域
で
の
見
守
り
を
充
実
し
て
い
き
ま
す

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す

高
齢
者
保
健
福
祉

介
護
保
険
事
業

方　針

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

第４期計画 第６期計画第５期計画
（本計画）見直し 見直し

１
．
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

　
　
険
事
業
計
画
と
は

　
高
齢
者
を
取
り
ま
く
課
題
に
対
し
、

解
決
す
る
方
策
と
目
指
す
目
標
を
定

め
、
具
体
的
に
施
策
を
展
開
し
て
い
く

た
め
の
計
画
で
す
。

　
高
齢
者
福
祉
全
般
に
関
す
る
「
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
」
と
介
護
保
険
事
業

に
関
す
る
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を

一
体
の
計
画
と
し
て
策
定
し
ま
す
。

２
．
計
画
の
位
置
づ
け

　
こ
の
計
画
は
市
政
運
営
の
方
向
性
を

定
め
る
「
第
５
次
留
萌
市
総
合
計
画
」

に
基
づ
い
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
市
の
保
健
福
祉
を
包
括
す
る

「
留
萌
市
地
域
福
祉
計
画
」
の
部
門
別
計

画
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
法
的
な
位
置
づ
け
と
し
て
は
「
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
」
が
老
人
福
祉
法
第

20
条
の
８
に
、「
介
護
保
険
事
業
計
画
」

は
介
護
保
険
法
第
１
１
７
条
に
よ
り
、

策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

計
画
の
概
要

※平成２１～２３年度は、住民基本台帳９月末人
　口。平成２４年以降は、男女年齢別人口を、人
　口動態や移動率の仮定値を当てはめて将来人口
　を計算する「コーホート要因法」により、平成
　１７年国勢調査人口を基準人口として推計した
　人口を平成２３年９月末実績で修正した人口

単位：人

75歳以上

65～74歳

40～64歳

0～39歳

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H 21 H22 H23 H24 H25 H 26

25,316 24,882 24,339 23,725 23,117 22,5033,130 3,236 3,374 3,442 3,509 3,5773,665 3,601 3,529 3,557 3,585 3,613
9,014 8,935 8,743 8,455 8,173 7,885

9,507 9,110 8,693 8,271 7,850 7,428

１
．
高
齢
者
人
口
と
高
齢
化
率
の
推
移

　
市
の
総
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
平
成
26
年
度
に
は
、
平
成
21
年
度

と
比
較
し
、
２
，
８
１
３
人
減
少
し

２
２
，
５
０
３
人
に
な
る
と
推
計
さ
れ

ま
す
。

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
平
成
26
年
度
の
高
齢
化
率

は
32
％
に
な
る
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
・
要
介
護
者
な
ど
の
現
状
と
将
来
の
推
計

　
人
口
構
造
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
む

中
、
市
の
高
齢
者
は
、
現
在
約
７
，

０
０
０
人
で
、
３
・
５
人
に
１
人
が
65

歳
以
上
と
な
り
ま
し
た
。
戦
後
の
第
１

次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が
65
歳
に
到
達

す
る
平
成
27
年
に
は
、
３
人
に
１
人
が

高
齢
者
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
今

後
ま
す
ま
す
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
見

込
み
で
す
。

　
だ
れ
も
が
健
や
か
で
生
き
生
き
と
生

活
す
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
主

体
的
に
活
動
で
き
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
で
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な

体
制
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
に
お

い
て
は
「
共
に
支
え
あ
い
な
が
ら
、
生

き
生
き
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
本
理
念
に
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
地
域
の
関
係
者

や
関
係
機
関
と
の
様
々
な
連
携
を
も
と

と
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
推
進
し
ま
す
。

計
画
の
基
本
理
念
と
施
策
の
方
針

２
．
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
数

　
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
数
は
、
高

齢
者
人
口
の
増
加
と
と
も
に
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
介
護
度
別
に
み
る
と
要
介
護
１
の
認

定
者
が
平
成
21
年
に
は
２
２
３
人
で
し

た
が
、
平
成
23
年
に
は
３
１
１
人
と

な
っ
て
お
り
、
88
人
（
39
・
５
％
）
増

加
し
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
第
１
号

被
保
険
者
の
認
定
率
に
つ
い
て
は
、
平

成
26
年
に
は
19
・
８
％
ま
で
上
昇
す
る

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

1,600 単位：人
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0

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援２

要支援１

1,167
1,230 1,287

1,359 1,413 1,470

134 147 141
147 153 159

124 141 153
158

179

212

147

201
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184

228 238 247

223

180
115

308

165
121

311

168
136

336

177
143

350 365

183 190

148 154
H 21 H 22 H 23 H 24 H 25 H 26

※平成２１年～２３年までは各年９月末実績値、　
　平成２４年以降は推計値
※認定者数には４０歳～６４歳の認定者が含まれ
　ています

計画期間は平成24年度から平成26年度までの３年間

４９２ー５５８
（はーとふる）

介護支援課

特集❸

こ
の
「
第
５
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

目指す姿 住み慣れた地域で、共に支えあいながら
生き生きと笑顔あふれるまちづくり

1　高齢者の健康づくり（介護予防）を支援します
・介護予防についての理解の促進
・特定高齢者の把握の実施
・介護予防事業の推進

2　生きがいを持ち、社会参加できる機会を作ります
・老人クラブ・老人クラブ連合会活動の推進
・社会参加の推進

1　地域包括支援センターの機能を充実させます
・地域包括支援センターの周知活動
・各関係機関との連携強化

2　在宅福祉サービスを充実させます
・除雪サービスの強化
・家族介護用品の支給
・総合相談事業の充実

3　高齢者の見守り事業を充実させます
・緊急通報システム事業の利用促進
・給食サービス事業の利用促進
・地域見守り活動の推進
・安否確認訪問事業の開始
・高齢者世話付住宅への生活援助員派遣

4　認知症高齢者のサポート体制を整えます
・正しい知識の普及・啓発の推進
・認知症サポーター養成講座の開催

5　高齢者の尊厳の確保と権利擁護に努めます
・高齢者虐待の防止及び早期発見
・成年後見制度・権利擁護事業の普及・啓発推進
・養護老人ホームへの措置

1　緊急時や大規模災害時に対応できる体制を整備します
・災害時要援護者避難支援プランの策定

2　介護保険施設などの充実を目指します
・認知症対応型共同生活介護（グループホーム）の整備
・特定施設入居者生活介護の整備

3　介護保険事業の円滑な運営に努めます
・介護給付費適正化事業
・的確な要介護認定の実施
・保険料賦課徴収事務

地
域
で
の
見
守
り
を
充
実
し
て
い
き
ま
す

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す

介
護
予
防
と

生
き
が
い
づ
く
り
を

す
す
め
ま
す

主
な
取
組

主
な
取
組

主
な
取
組

主
な
取
組

主
な
取
組

主
な
取
組

主
な
取
組

主
な
取
組

主
な
取
組

主
な
取
組

方針3

方針 2

方針１



６ 月 ５ 月 ４ 月

　
留
萌
の
「
自
然
」
や
「
食
」
と
連
携
し

な
が
ら
賑
わ
い
を
創
り
出
し
、
交
流
を
促

進
し
ま
す
。
道
内
外
に
向
け
留
萌
の
観
光

や
物
産
の
知
名
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
札
幌
や
旭
川
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
へ
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

　
ま
た
、
三
省
堂
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
で
は
広
域
的
な
留
萌
の
魅

力
を
伝
え
ま
す
。

　
著
名
人
や
大
手
外
食
産
業
の
知
名
度
や

集
客
力
を
活
用
し
、
地
域
資
源
の
ブ
ラ
ン

ド
化
や
メ
ニ
ュ
ー
、
レ
シ
ピ
の
開
発
に
取

り
組
み
、
留
萌
へ
の
誘
客
を
図
り
ま
す
。

　
健
康
産
業
と
の
連
携
を
図
り
、
地
場
産

品
の
付
加
価
値
向
上
や
観
光
情
報
を
発
信

し
ま
す
。

平
成
24
年
度 

実
施
事
業

Ⅰ
自
然
・
食
の
魅
力
発
信

平成 24 年度 重点事業の紹介

５月～７月上旬
ゴールデンビーチ北側の施設を
充実させ観光客や訪れる人の満
足度向上を図ります。
　▪シャワー、トイレ、水道設備を整備
　▪海水浴時の安全監視など拠点
　　となる施設整備
　▪駐車場の一部を舗装

乗客への観光ＰＲを実施します。

観光施設の維持管理、民間ノウハウによる
質の高いサービスを提供するため指定管理
を３年間とします。

観光施設管理事業

６月２８日㈭
ぱしふぃっくびいなすが寄港し
ます。歓迎のレセプションや留
萌の物産販売を通じて留萌のＰ
Ｒを行います。

客船寄港歓迎事業

特集 
❹

４月２６日㈭
旧留萌信金駅前支店跡に移転し
ました。留萌管内の観光情報窓
口を併設する物産販売の拠点で
す。ＮＰＯ法人留萌観光協会が
運営しています。

６月２４日㈰

うまいよ！るもい市

留萌のうまいものを一堂に集め
た食の祭り。ウニ、ホタテの袋
詰め放題が人気。買ったものを
その場で食べられる「浜焼き」
コーナーもある。今年は年４回
の開催。旭川や道央圏からも訪
れる人気イベント。

お勝手屋萌移転ＯＰＥＮ

留
萌
観
光
・
感
動
物
語
の
展
開

市
で
は
観
光
に
よ
る
感
動
を
多
く
の
人
に
提
供
す

る
た
め
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
留
萌
観
光
協
会
や
市
内
外
の

団
体
・
企
業
、
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
と
の
連
携

を
図
り
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

増毛ノロッコ号運行
４月２８日㈯～５月６日㈰

沖見海浜公園整備事業

  ２回目は 7/29、
  ３回目は 10/14、
  ４回目は 12/16 開催

７ 月９ 月 ８ 月

　
観
光
の
受
け
入
れ
基
盤
で
あ
る
観
光
施

設
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
沖
見
海
浜
公
園

整
備
や
「
海
の
ふ
る
さ
と
館
」「
千
望
台

休
憩
施
設
」
の
補
修
工
事
の
実
施
、
お
勝

手
屋
萌
の
移
転
に
よ
り
、
訪
れ
る
人
の
憩

い
の
時
間
、
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
客
や
体
験
型
観
光
に
訪
れ

る
人
に
安
心
安
全
と
満
足
感
を
提
供
す
る

観
光
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
と
体
制
を
確
立

す
る
た
め
、自
然
体
験
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、

市
民
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
活
用
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
人

材
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
留
萌
の
良
さ
を
お
す
そ
わ
け

　
留
萌
の
外
に
積
極
的
に
出
向
き
、
情
報

を
発
信
し
つ
つ
、
留
萌
に
来
て
も
ら
う
、

そ
し
て
、
お
も
て
な
し
を
す
る
こ
と
で
、

リ
ピ
ー
タ
ー
（
留
萌
フ
ァ
ン
）
を
増
や
し

て
い
く
た
め
に
、
既
存
の
観
光
に
加
え
、

新
た
な
観
光
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

Ⅲ
観
光
を
支
え
る
人
、環
境
づ
く
り

７月３日㈪
にっぽん丸が寄港します。留萌
管内や旭川、富良野方面の観光
の玄関口として、今後の客船寄
港、交流人口の増加に繋げてい
きたいと考えています。

客船寄港歓迎事業

４２ー１８４０
東分庁舎２階

経済港湾課

特集❹
「
留
萌
で
し
か
」「
留
萌
で
な
ら
」「
留
萌
ら
し
さ
」「
留
萌
の
良
さ
」
を
お
す
そ
わ
け

　
留
萌
ら
し
さ
を
生
か
し
た
観
光
地
づ
く

り
と
し
て
、留
萌
に
「
来
て
も
ら
う
」「
お

も
て
な
し
を
す
る
」
こ
と
に
よ
り
観
光
振

興
を
進
め
ま
す
。

　
①
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
春
の

　
　
色
で
の
お
も
て
な
し
。

　
②
「
る
も
い
浜
焼
き
」
の
モ
ニ
タ
ー
ツ

　
　
ア
ー
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
実
施
。

　
③
地
引
網
や
網
外
し
、
加
工
体
験
な
ど

　
　
体
験
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
確
立
。

　
④
呑
涛
ま
つ
り
、
う
ま
い
よ
！
る
も
い

　
　
市
の
支
援
。

　
⑤
大
型
客
船
寄
港
時
の
歓
迎
レ
セ
プ　

　
　
シ
ョ
ン
や
物
産
販
売
の
実
施
。

　
ま
た
、
商
店
街
で
は
「
歩
い
て
楽
し
い

商
店
街
事
業
」
に
よ
り
、
四
季
折
々
の
商

店
街
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
計
画
で
す
。

　
さ
ら
に
、
留
萌
観
光
・
感
動
事
業
と
し

て
レ
ト
ロ
バ
ス
〝
カ
ズ
モ
号
〞
の
運
行
や

花
火
大
会
な
ど
新
た
な
観
光
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
、
留
萌
で
の
滞
在
時
間
を
よ
り
充
実

し
た
も
の
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅱ
留
萌
ら
し
さ

７月上旬～８月中旬  毎週土　午後８時（予定）
７月上旬から８月中旬の海水浴場開設期間中の毎週
土曜日にゴールデンビーチるもいの突堤から花火を
打ち上げます。市内外から訪れる人を夜空の花でお
もてなし。

海岸に咲く夏の夜空の花（留萌海岸花火大会）

７月中旬～８月中旬の 土日
夏休み期間中の毎週土日にカズ
モちゃんをイメージキャラク
ターとしたレトロバスを運行。
お勝手屋萌発着、無料周回運行
で市内ミニ観光を楽しめます。

レトロバス“カズモ号”運行



りよだ会議市萌留
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Ｐ１０　平成２４年度第１回定例会議決事項

Ｐ１１　常任委員会の動き

Ｐ１２～１４　第５回定例会一般質問項目

Ｐ１５～１６　平成２４年度新規事業

Ｐ１７　議会活性化委員会からの報告ほか

《平成２４年１月２３日開催》報告及び審議事項
【総務部】
○防災計画等の見直し、全国瞬時警報システム等
○留萌市電算システム整備のあり方について
○平成２３年度留萌市職員採用試験実施結果について
○留萌市小額契約希望者の登録申請について
○平成２３年度市税調定収入状況、平成２４年度税制改正等
【政策経営室】
○留萌安心情報メールマガジン配信状況について
○留萌市所蔵記録写真デジタル化事業（中間報告）
○日中国交正常化４０周年記念日中交流切り絵展
【産業建設部】
○平成２３年度除雪対策の中間報告について
○留萌市耐震改修促進計画について
○ＪＡ南るもい米低温倉庫建設事業の概要について
【教育委員会】
○留萌小学校改築に関する状況について
○学校評議員制度、給食食材異物混入事案について
《平成２４年２月２１日開催》報告及び審議事項
【総務部】
○留萌市事務文書条例の全部を改正する条例制定について
○留萌市一般職員給与条例の一部を改正する条例制定
について

【政策経営室】
○第５次留萌市総合計画（後期計画）について
○留萌市債権管理条例の一部改正について
【産業建設部】
○留萌市森林整備計画の策定
○留萌市観光振興ビジョンの策定
○専決処分の報告について（損害賠償）４件
○留萌市観光施設等の指定管理者の指定について
【教育委員会】
○留萌小学校改築基本構想策定のための検討会議開催
○市長とのフリートーク（沖見小）について
○平成２４年度当初予算関係
○留萌市教育委員会関係条例の改正
○教育所管施設の指定管理者の指定
【各所管共通】
○平成２３年度補正予算（案）、平成２４年度主要事業
《平成２４年３月１９日開催》報告及び審議事項
○留萌市立留萌小学校改築基本構想（素案）について

《平成２４年１月１６日開催》報告及び審議事項
【市民生活部】
○第９次留萌市交通安全計画（案）について
○小型電子・電気機器回収事業試行の実施状況について
○自由ヶ丘団地法面災害復旧工事の進捗状況について

【健康福祉部】
○第４期高齢者福祉計画・介護保険事業計画の検証
○保健福祉アンケート調査の結果について
○第５期介護保険料について
【市立病院】
○北海道立衛生学院留萌学習センター委託契約に関す
る経過報告
《平成２４年１月３１日開催》報告及び審議事項
【市民生活部】
○後期高齢者医療制度説明会の開催について
○美サイクル館プラント及び電気計装設備等の復旧調
査状況について
《平成２４年２月９日開催》報告及び審議事項
【市民生活部】
○美サイクル館プラント及び電気計装設備等の復旧調
査状況について
○新しいごみ分別（案）について
【健康福祉部】
○知的障がい者の生活状況調査について
○留萌市介護保険運営協議会開催状況について
○第５期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（素
案）について
《平成２４年２月２３日開催》報告及び審議事項
【市民生活部】
○第２４年第１回国民健康保険運営協議会の開催結果
○美サイクル館プラント及び電気計装設備等の復旧調
査状況について
○平成２４年度第１回留萌市上下水道事業運営委員会の
開催結果について
○配水施設整備事業の執行状況について
【健康福祉部】
○知的障がい者の生活状況調査結果について
○留萌オリジナル予防・健診について
【市立病院】
○留萌市立病院看護師等研究資金貸与条例の一部を改
正する条例制定について
○病院事業会計予算（案）の概要について
○留萌市立病院改革プランの補正について
《平成２４年３月２日開催》報告及び審議事項
【健康福祉部】
○留萌市障がい福祉計画（素案）について
【市立病院】
○北海道立衛生学院留萌学習センターの譲渡について
○留萌市立病院救急患者搬送車両交通事故の報告
《平成２４年３月１５日開催》報告及び審議事項
【市民生活部】
○第９次留萌市交通安全計画について
《平成２４年３月２８日開催》報告及び審議事項
【市民生活部】
○小型電子・電気機器回収事業試行期間の延長について

第２常任委員会

第１常任委員会

議　　　　　案
第１号　平成２３年度留萌市一般会計補正予算（第７号）
第２号　平成２３年度留萌市国民健康保険事業特別会計補正予

算（第２号）
第３号　平成２３年度留萌市後期高齢者医療事業特別会計補正

予算（第１号）
第４号　平成２３年度留萌市介護保険事業特別会計補正予算

（第４号）
第５号　平成２３年度留萌市港湾事業特別会計補正予算（第１

号）
第６号　平成２３年度留萌市下水道事業特別会計補正予算（第

２号）
第７号　平成２３年度留萌市水道事業会計補正予算（第３号）
第８号　平成２３年度留萌市病院事業会計補正予算（第３号）
第９号　平成２４年度留萌市一般会計予算
第１０号　平成２４年度留萌市国民健康保険事業特別会計予算
第１１号　平成２４年度留萌市後期高齢者医療事業特別会計予算
第１２号　平成２４年度留萌市介護保険事業特別会計予算
第１３号　平成２４年度留萌市港湾事業特別会計予算
第１４号　平成２４年度留萌市下水道事業特別会計予算
第１５号　平成２４年度留萌市水道事業会計予算
第１６号　平成２４年度留萌市病院事業会計予算
第１７号　留萌市一般職員給与条例の一部を改正する条例制定

について
第１８号　市長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する

条例制定について
第１９号　留萌市税条例の一部を改正する条例制定について
第２０号　留萌市介護保険条例の一部を改正する条例制定につ

いて
第２１号　留萌市立病院看護師等研究資金貸与条例の一部を改

正する条例制定について
第２２号　留萌市コミュニティセンターの指定管理者の指定に

ついて
第２３号　留萌市農村交流センターの指定管理者の指定につい

て
第２４号　留萌市観光施設等の指定管理者の指定について
第２５号　留萌市文化センター等の指定管理者の指定について
第２６号　市立留萌図書館の指定管理者の指定について

第２７号　留萌市事務分掌条例の全部を改正する条例制定につ
いて

第２８号　留萌市職員定数条例の一部を改正する条例制定につ
いて

第２９号　留萌市債権管理条例の一部を改正する条例制定につ
いて

第３０号　留萌市営住宅管理条例及び留萌市営改良住宅管理条
例の一部を改正する条例制定について

第３１号　留萌市コミュニティセンター設置条例の一部を改正
する条例制定について

第３２号　留萌市乳幼児等医療費の助成に関する条例並びに留
萌市重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の
助成に関する条例の一部を改正する条例制定について

第３３号　市営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の
一部を改正する条例制定について

第３４号　留萌市農村交流センター設置条例の一部を改正する
条例制定について

第３５号　留萌市都市公園条例の一部を改正する条例制定につ
いて

第３６号　留萌市下水道条例の一部を改正する条例制定につい
て

第３７号　留萌市水道事業給水条例の一部を改正する条例制定
について

第３８号　留萌市文化センター設置条例の一部を改正する条例
制定について

第３９号　留萌市体育施設設置条例の一部を改正する条例制定
について

第４０号　留萌市過疎地域自立促進市町村計画の変更について
第４１号　留萌市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手

当に関する条例の一部を改正する条例制定について
第４２号　留萌市議会政務調査費交付条例の一部を改正する条

例制定について
第４３号　留萌市議会委員会条例の一部を改正する条例制定に

ついて

意　　見　　書
第１号　国の出先機関改革に関する意見書
第２号　こころの健康を守り推進する基本法の制定を求める

意見書
第３号　父子家庭支援策の拡充を求める意見書
第４号　基礎自治体への円滑な権限移譲に向けた支援策の充

実を求める意見書
第５号　若者雇用をめぐるミスマッチ解消を求める意見書

平成２４年第１回定例会（３月６日から３月１９日）
で可決されました議案４３件、可決されました意見
書５件の内容を紹介いたします。
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りよだ会議市萌留

七
千
万
円
程
の
事
業
が
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
合

わ
せ
て
、
黄
金
岬
か
ら
ゴ
ー
ル
デ

ン
ビ
ー
チ
ま
で
の
西
海
岸
線
一
帯

の
廃
屋
や
粗
大
ゴ
ミ
、
雑
草
及
び
、

黄
金
岬
の
汚
れ
た
外
灯
な
ど
、
海

浜
公
園
一
帯
の
環
境
整
備
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
二　
留
萌
観
光
・
感
動
物
語
を

テ
ー
マ
に
、
観
光
資
源
で
あ
る
海

の
魅
力
を
高
め
、
広
く
発
信
し
て

い
き
た
い
。
行
楽
客
が
快
適
に
楽

し
む
た
め
市
民
や
関
係
団
体
と
協

力
し
、
エ
リ
ア
一
帯
の
環
境
整
備

に
努
め
た
い
。

問
一　
「
留
萌
市
の
雇
用
創
出
計

画
」
の
策
定
に
つ
い
て

　
留
萌
市
と
し
て
雇
用
創
出
に
向

け
た
課
題
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
道
の
「
雇
用
創
出
基

本
計
画
」
で
は
「
地
域
労
働
関
係

会
議
」
を
設
置
し
産
業
界
、
労
働

界
、
行
政
、
関
係
団
体
と
横
断
的

な
連
携
・
協
働
を
図
る
と
な
っ
て

お
り
、
道
と
連
携
し
市
独
自
の
雇

用
創
出
計
画
を
策
定
す
べ
き
だ
。

答
一　
地
域
の
雇
用
創
出
を
着
実

に
推
進
す
る
に
は
国
や
道
、
事
業

者
、
経
済
・
労
働
団
体
が
連
携
し

課
題
や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
道
の
基
本
計
画
に
基
づ
き

取
り
組
み
を
推
進
し
た
い
。
市
独

自
の
計
画
策
定
に
つ
い
て
は
今
後

の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

問
二　
都
市
計
画
道
路
「（
仮
称
）

見
晴
通
」
に
つ
い
て

　
道
路
区
域
は
道
路
中
心
か
ら
両

側
に
振
り
分
け
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
平
成
二
十
四
年
度
の
市
政
執

行
方
針
で
、
道
路
網
整
備
計
画
に

基
づ
い
た
新
た
な
幹
線
道
路
計
画

に
見
晴
通
は
位
置
づ
け
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答
二　
昨
年
十
二
月
に
沿
線
三
町

内
会
か
ら
要
望
書
の
提
出
も
あ
り

市
民
合
意
が
出
来
た
も
の
と
し
て

判
断
し
、
平
成
二
十
四
年
度
に
都

市
計
画
変
更
の
手
続
き
を
進
め
る
。

道
路
区
域
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は

既
成
の
街
並
み
を
守
る
こ
と
を
基

本
と
し
た
検
討
を
行
い
決
定
し
て

い
き
た
い
。

問
一　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て

　
留
萌
・
宗
谷
地
域
に
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
す
る
研
究
会
が
発
足
。

こ
の
地
域
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
潜
在
性
が
非
常
に
高
い
と

国
会
で
評
価
・
議
論
さ
れ
た
。
留

萌
は
現
在
、
十
基
の
風
力
発
電
が

稼
働
し
て
い
る
。
今
後
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
施
策
や
展

望
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
一　
留
萌
は
我
国
有
数
の
風
況

地
域
。
風
力
発
電
な
ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
規
模
導
入
は
、

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
一
助

に
な
り
新
産
業
創
出
や
観
光
産
業

な
ど
地
域
経
済
に
活
力
を
与
え
る

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
動
向
を

見
な
が
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

問
二　
新
た
な
津
波
対
策
に
つ
い

て
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
経

過
し
、
国
を
挙
げ
て
震
災
対
策
の

見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
留

萌
市
が
平
成
二
十
四
年
度
に
策
定

す
る
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
海

抜
表
示
板
設
置
の
内
容
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答
二　
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

津
波
浸
水
予
測
図
や
土
砂
災
害
警

戒
区
域
、
沿
岸
部
緊
急
避
難
路
、

津
波
避
難
ビ
ル
な
ど
、
災
害
の
基

礎
知
識
や
対
処
方
法
な
ど
を
掲
載

し
一
万
六
千
部
作
成
し
、
全
世
帯

に
配
布
。
海
抜
表
示
板
は
津
波
発

生
時
に
高
台
へ
の
避
難
を
普
段
か

ら
意
識
す
る
情
報
と
し
て
、
沿
岸

部
や
市
街
地
の
海
抜
五
ｍ
前
後
の

電
柱
二
百
か
所
に
設
置
す
る
。

問
一　
 
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
い
て

　
経
済
波
及
効
果
の
大
き
い
「
住

宅
改
修
促
進
助
成
事
業
」
に
、
新

た
に
新
築
や
百
万
円
以
下
の
小
規

模
改
修
に
も
助
成
す
る
「
住
環
境

整
備
助
成
事
業
」
と
し
て
発
展
さ

せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が

い
か
が
か
。

　
ま
た
、
地
域
の
経
済
活
性
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
農
業
の
後
継

者
や
新
規
参
入
者
対
策
は
喫
緊
の

課
題
だ
が
、
国
の
「
新
規
就
農
者

倍
増
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
具
体
化

は
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
一　
戸
建
の
新
築
に
対
し
て
助

成
す
る
こ
と
は
、「
税
の
公
平
」
か

ら
厳
し
い
。
農
業
後
継
者
対
策
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
新
た
に
予
定

し
て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
一
人
を
農
業
後
継
者
と
位
置
づ

け
て
採
用
し
、
取
組
み
た
い
。

問
二　
 
介
護
保
険
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
料
が
四
月
か
ら
大
幅

に
値
上
げ
さ
れ
る
。
制
度
開
始
時

に
比
べ
る
と
百
四
十
五
・
五
％
の

値
上
げ
。
こ
の
う
ち
、
年
間
の
年

金
が
十
八
万
円
以
下
の
「
普
通
納

付
者
」
約
千
人
の
内
百
四
十
人
強

の
人
が
、「
保
険
料
を
納
め
た
く

て
も
納
め
ら
れ
な
く
て
」
未
納
を

続
け
て
い
る
。
未
納
が
二
年
続
く

と
介
護
利
用
料
一
割
負
担
が
三
割

に
な
る
。
値
上
げ
は
見
直
す
べ
き
。

待
機
者
が
八
十
名
を
越
す
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
問
一　
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
つ
い
て

　
東
日
本
大
震
災
及
び
福
島
第
一

原
発
の
事
故
に
よ
り
、
原
子
力
を

含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し

は
必
要
で
あ
る
。
持
続
可
能
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
太
陽
光
や
風
力

発
電
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

答
一　
現
在
進
め
て
い
る
「
オ
ロ

ロ
ン
ラ
イ
ン
地
域
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に

関
す
る
研
究
会
」
に
参
加
し
な
が

ら
、
風
力
発
電
を
中
心
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
の
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
可
能
性
に
つ
い

て
は
、
地
理
的
な
条
件
や
日
照
時

間
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
現
時
点

で
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
技

術
的
な
進
歩
な
ど
、
こ
の
地
域
に

最
適
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け

て
は
、
こ
れ
か
ら
も
研
究
・
検
討

を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
。

問
二　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
社
会

の
実
現
に
つ
い
て

　
今
後
の
留
萌
市
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
社
会
の
実
現
に
向

け
た
構
想
に
つ
い
て
市
長
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

答
二　
障
が
い
者
、
高
齢
者
、
若

年
層
な
ど
へ
の
案
内
表
示
や
、
市

民
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
聞
き
、
コ

ホ
ー
ト
ピ
ア
構
想
を
進
め
る
留
萌

市
と
し
て
、
実
証
実
験
や
研
究
に

つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
取

組
を
進
め
る
素
地
は
あ
る
も
の
と

考
え
る
。

問
一　
新
し
い
組
織
機
構
体
制

　
五
年
ぶ
り
と
な
る
組
織
改
革
の

体
制
と
目
指
す
も
の
は
何
か
。
将

来
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
見
据
え

た
対
応
も
伺
い
た
い
。
ま
た
、
こ

ど
も
施
策
の
一
元
化
と
し
て
「
こ

ど
も
課
」
設
置
の
目
的
は
何
か
。

答
一　
第
五
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
の
ス
タ
ー
ト
年
を
迎
え
、

市
政
執
行
方
針
の
重
点
を
具
現
化

す
る
組
織
で
あ
り
、
市
民
満
足
度

の
向
上
と
迅
速
で
良
質
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

「
市
民
が
動
か
ず
、
職
員
と
情
報

を
動
か
す
」
を
基
本
と
し
た
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の

た
め
、
子
ど
も
に
関
す
る
施
策
を

教
育
の
一
環
と
し
て
教
育
委
員
会

に
一
元
化
し
、
乳
幼
児
か
ら
青
少

年
ま
で
一
貫
し
た
子
ど
も
施
策
の

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
い
く
。

問
二　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
協
力
隊
が
配
置
さ
れ
て
一
年
が

経
過
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果

と
今
後
の
募
集
計
画
、
業
務
内
容

を
聞
き
た
い
。
将
来
に
向
け
て
、

留
萌
で
の
就
労
と
定
住
へ
の
意
欲

は
あ
る
か
。

答
二　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

都
市
部
か
ら
人
材
を
募
集
し
、
こ

れ
ま
で
三
人
を
配
置
、
地
域
課
題

の
解
決
を
図
る
た
め
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
四
年
度

は
七
人
を
委
嘱
予
定
。
体
験
型

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
や
一
次
産
業

を
テ
ー
マ
と
し
た
交
流
人
口
の
拡

大
に
向
け
た
業
務
の
推
進
を
検
討

す
る
。
就
労
や
定
住
に
向
け
て
の

研
修
や
資
格
取
得
の
た
め
の
支
援

を
行
う
。

問
一　
協
働
に
つ
い
て

　
現
在
、
町
内
会
で
は
市
と
の
協

働
と
い
う
名
の
下
、「
ク
リ
ー
ン

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
・
補
修
、

清
掃
活
動
、
公
園
の
ト
イ
レ
の
清

掃
・
花
植
え
、
街
路
樹
の
美
化
活

動
、
交
通
安
全
運
動
、
防
犯
活
動
、

独
居
老
人
宅
の
除
雪
、
防
災
訓
練

な
ど
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
現
状
に
お
い
て
そ
の
成
果

と
課
題
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
一　
協
働
の
意
義
が
着
実
に
浸

透
し
て
き
て
い
る
一
方
、
協
働
へ

の
理
解
と
取
り
組
み
に
対
す
る
町

内
会
相
互
の
温
度
差
、
町
内
会
加

入
率
の
横
ば
い
状
況
や
担
い
手
不

足
、
町
内
会
行
事
に
無
関
心
と

い
っ
た
課
題
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら

の
行
政
運
営
は
協
働
な
く
し
て
進

ま
な
い
の
も
事
実
で
あ
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
の
核
で
あ
る

町
内
会
と
と
も
に
協
働
に
取
り
組

み
た
い
。

問
二　
沖
見
海
浜
公
園
一
帯
の
整

備
に
つ
い
て

　
新
年
度
事
業
と
し
て
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ビ
ー
チ
北
側
の
便
益
施
設
や

監
視
棟
、
駐
車
場
の
整
備
な
ど

坂
本　
　

茂 
議
員

（
共
産
党
）

天
谷　

孝
行 
議
員

（
留
萌
公
明
党
）

坂
本　

守
正 
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

鵜
城　

雪
子 
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

村
山
ゆ
か
り 
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

燕　
　

昌
克 
議
員

（
萌
政
会
）

市役所窓口

（仮称）見晴通

礼受に十基の風力発電が稼動

塩見緑地帯トイレ

るもい健康の駅
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りよだ会議市萌留

り
生
じ
た
震
災
が
れ
き
受
け
入
れ

に
積
極
的
だ
が
留
萌
市
も
大
量
輸

送
に
適
し
た
船
を
活
用
し
て
宮
城
、

岩
手
県
の
震
災
が
れ
き
を
、
留
萌

港
を
利
用
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と

が
、
い
ま
国
か
ら
も
被
災
地
か
ら

も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
が

震
災
が
れ
き
を
受
け
入
れ
る
考
え

は
な
い
か
聞
き
た
い
。

答
二　
震
災
が
れ
き
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
は
処
分
地
で
の
焼
却
が

条
件
と
な
る
が
留
萌
市
に
は
対
応

可
能
な
焼
却
炉
が
な
い
。
そ
し
て

地
域
か
ら
の
ゴ
ミ
の
多
く
は
埋
め

立
て
処
分
し
て
い
る
一
方
、
市
で

保
有
す
る
埋
立
処
分
場
は
平
成
二

十
四
年
度
で
満
杯
と
な
る
。
被
災

地
の
状
況
は
理
解
し
て
い
る
が
現

状
の
施
設
状
況
で
は
受
け
入
れ
は

困
難
で
あ
る
。

問
一　
児
童
、
生
徒
の
学
力
向
上

に
つ
い
て

　
全
国
学
力
調
査
の
結
果
子
ど
も

達
の
学
力
向
上
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
北
海
道
教
育
委
員

会
で
は
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
に

全
国
平
均
以
上
を
目
標
と
し
て
い

る
が
昨
年
の
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

ま
た
図
書
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
様

な
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
配
置
は

可
能
か
伺
い
た
い
。

答
一　
学
力
調
査
の
結
果
は
、
全

道
の
平
均
の
範
囲
で
、
結
果
を
基

に
学
校
改
善
プ
ラ
ン
の
策
定
、
朝

学
習
や
放
課
後
の
補
充
的
な
学
習

家
庭
と
の
連
携
で
学
習
習
慣
の
定

着
、
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
活

用
等
、
指
導
の
充
実
に
努
め
る
。

問
二　
市
民
の
声
を
聞
く
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て

　

市
政
懇
談
会
、
市
民
満
足
度
調

査
な
ど
、
参
加
人
数
、
回
収
率
と

低
い
水
準
で
あ
る
。
市
民
の
意
見

が
市
政
に
反
映
さ
れ
て
い
る
実
感

に
乏
し
い
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
現

状
、
懇
談
会
の
開
催
場
所
、
時
間
、

方
法
の
見
直
し
、
ま
た
、
調
査
の

対
象
、
設
問
等
、
改
善
す
る
考
え

が
あ
る
か
伺
い
た
い
。

答
一　
市
政
懇
談
会
に
つ
い
て
は

様
々
な
手
法
を
活
用
、
周
知
に
努

め
多
く
の
市
民
が
参
加
し
や
す
い

様
、
関
心
が
高
い
テ
ー
マ
の
設
定

や
開
催
日
時
、
場
所
等
の
工
夫
を

す
る
。
市
民
満
足
度
調
査
に
つ
い

て
は
、
子
ど
も
の
い
る
家
庭
や
高

齢
者
な
ど
対
象
が
限
定
さ
れ
る
項

目
の
設
問
は
、
的
確
な
意
見
の
把

握
の
為
に
見
直
し
て
い
く
。

答
二　
介
護
保
険
は
国
の
事
業
。

保
険
料
や
利
用
料
の
軽
減
は
国
の

責
任
で
す
す
め
て
も
ら
う
よ
う
要

請
し
て
い
る
。
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
増
設
に
つ
い
て
は
関
係
者

と
話
し
て
い
る
。

　
問
一　
子
供
た
ち
の
環
境
と
今
後

の
留
萌
市
の
方
針
に
つ
い
て

　
留
萌
小
学
校
の
果
た
す
役
割
は

大
き
い
が
、
今
回
の
新
築
を
機
に

ど
の
よ
う
な
モ
デ
ル
校
を
作
っ
て

い
く
の
か
、
又
、
敷
地
の
跡
利
用

に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
聞
き
た
い
。

　
フ
ッ
化
洗
口
の
取
り
組
み
を
留

萌
小
学
校
で
行
っ
て
い
る
が
、
沖

見
小
学
校
と
統
合
さ
れ
る
来
年
度

の
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
賛
否
両

論
あ
る
状
況
下
で
情
報
の
提
供
が

不
足
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
対

処
す
る
か
聞
き
た
い
。

答
一　
留
萌
市
の
歴
史
あ
る
小
学

校
と
し
て
、
省
エ
ネ
は
も
ち
ろ
ん

災
害
時
の
対
応
も
万
全
な
学
校
建

設
を
目
指
し
た
い
。
敷
地
に
つ
い

て
は
公
共
施
設
の
今
後
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
く
。
ま
た
フ
ッ
化
物

洗
口
に
つ
い
て
は
、
十
分
情
報
を

提
供
し
、
説
明
し
て
理
解
を
得
る

よ
う
に
し
た
い
。

問
二　
幼
児
療
育
通
園
セ
ン
タ
ー

の
今
後
に
つ
い
て

　
建
設
さ
れ
て
三
十
九
年
と
老
朽

化
が
際
立
っ
て
い
る
。
最
初
の
利

用
者
は
六
名
程
度
だ
っ
た
が
、
現

在
八
十
名
を
超
え
て
い
る
状
況
で
、

地
震
な
ど
の
災
害
を
考
え
る
と
早

い
時
期
に
移
転
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
る
。
建
て
替
え
移
転
に

つ
い
て
。
ま
た
、
放
課
後
児
童
デ

イ
が
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
始
ま

る
が
、
指
導
員
の
確
保
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答
二　
老
朽
化
に
つ
い
て
は
か
ね

て
か
ら
、
懸
案
に
し
て
い
る
。
財

政
健
全
化
計
画
の
最
中
で
あ
り
、

移
転
の
時
期
は
決
ま
っ
て
い
な
い

が
、
検
討
課
題
だ
。
制
度
改
正
の

問
題
も
あ
り
人
員
の
確
保
は
必
要

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

問
一　
船
場
公
園
整
備
事
業
に
つ

い
て

　
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
の
十
五

年
間
に
亘
る
総
事
業
費
は
、
十
三

億
六
千
七
百
万
円
で
進
捗
率
は
、

七
九
％
と
な
り
市
民
の
関
心
が
高

ま
っ
て
来
て
い
る
。

　
留
萌
港
東
岸
や
、
副
港
周
辺
地

域
と
の
連
動
し
た
「
親
水
空
間
づ

く
り
」
の
具
体
的
プ
ラ
ン
や
「
道

の
駅
」
を
視
野
に
入
れ
た
計
画
が

考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
伺
い
た

い
。

答
一　
現
在
進
行
中
の
国
道
拡
幅

事
業
、
留
萌
港
利
活
用
計
画
と
の

一
体
的
で
魅
力
あ
る
交
流
拠
点
と

し
た
い
。
道
の
駅
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
庁
内
に
お
い
て
協
議
し
な

が
ら
実
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

問
二　
豪
雪
と
空
き
家
対
策
に
つ

い
て

　
市
内
に
お
い
て
、
空
き
家
が
雪

の
重
み
で
倒
壊
が
二
件
、
落
雪
に

よ
る
ガ
ス
事
故
の
発
生
な
ど
、
通

行
人
や
通
行
車
輌
、
隣
家
に
被
害

を
及
ぼ
す
な
ど
、
市
民
の
安
心
安

全
に
影
響
が
出
て
い
る
。
危
険
な

空
き
家
の
実
態
把
握
や
、
今
後
の

行
政
と
し
て
の
対
策
を
伺
い
た
い
。

答
二　
状
況
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
な
が
ら
、
所
有
者
に
書
面
や
電

話
、
面
談
を
通
じ
て
「
指
導
、
勧

告
」
し
て
い
る
が
、
経
済
的
理
由

や
無
関
心
な
ど
か
ら
適
正
な
維
持

管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
と

も
、
過
去
の
事
例
と
の
整
合
性
や

公
平
性
を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、

他
市
の
対
策
も
参
考
に
し
問
題
解

決
に
あ
た
り
た
い
。

問
一　
留
萌
港
の
利
活
用
に
つ
い

て
　
留
萌
港
の
利
活
用
に
向
け
貨
物

の
取
り
扱
い
だ
け
で
な
く
食
な
ど

の
資
源
を
市
外
に
発
信
す
る
「
地

産
外
商
」
を
進
め
て
い
く
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
が
今
後
の
取
組
み

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
一　
留
萌
港
の
取
扱
貨
物
の
増

加
を
念
頭
に
、
事
業
者
へ
の
ポ
ー

ト
セ
ー
ル
ス
や
情
報
収
集
に
努
め

る
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
通
し

て
留
萌
の
食
や
観
光
な
ど
の
情
報

を
発
信
し
交
流
人
口
の
増
加
に
よ

る
活
性
化
に
努
め
地
域
資
源
の
市

外
へ
の
売
り
込
み
を
図
り
た
い
。

問
二　
震
災
が
れ
き
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て

　
北
海
道
は
東
日
本
大
震
災
に
よ

対
馬　

真
澄 
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

川
口　

宏
和 
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

野
崎　

良
夫 
議
員

（
無
所
属
）

菅
原
千
鶴
子 
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

歩いて楽しい商店街（四季の顔）
事業
　空き店舗の増加や消費者嗜好の
変化などにより、活気が失われて
いる商店街にかつての賑わいを取
り戻すため、５つの商店街が一体
感をもちつつ、それぞれの特色を
出し、四季を通じて「行ってみた
い」「歩いてみたい」商店街を創る。
地域リスク介入研究推進事業
　生活習慣病を背景とする糖尿病、
脳卒中、認知症の増加に対し、早
期検出による医療費、介護給付費
の抑制と生活機能低下の未然防止
を図る。
健康コミュニティ創出支援モデル
事業
①健康コミュニティ創出支援事業
地域のリーダーとともに地域の
健康を高めるための研修会の開
催。
②地域高齢者支援事業
地域の専門家、有識者、高齢者、
支援者など様々な主体が「高齢
社会」の健康課題を共有し、効
果的予防方策についての研究、

実態調査、情報提供、事業企画、
実践を通じて、地域で健康を支
える仕組みづくりを構築する。
③コミュニティレストラン構築支
援事業
「食と健康」の視点から、市民
が健康を学び、集う場づくりや
新たな担い手による目的別のコ
ミュニティレストランをコー
ディネートする。
障がい者保健福祉計画策定事業
①障がい者保健福祉計画策定に伴
うアンケート調査（留萌市にお
いて登録されている身体障害者
手帳、療育手帳、精神障害者保
健福祉手帳所持者を対象）
②地域懇談会の実施（６会場）
生活保護受給者就労支援事業
　生活保護受給者からの求職相談
への対応、求職情報の提供、公共
職業安定所への同行などの就労支
援や公共職業安定所など関係機関
との連携・調整を図る。
低温倉庫等整備事業
　低温倉庫（鉄骨造平屋３，３３１㎡）
附帯設備（フレコン設備）収容量

（２，９８７ｔ）
　行政負担割合（水稲作付面積に
よる比率）
　留萌市　２６．４１３８２％
　小平町　５８．６８４００％
　増毛町　１４．９０２１８％
戸別所得補償制度推進事業
　国の施策である戸別所得補償制
度を円滑に推進するため、留萌市
農業再生協議会に対し補助金の交
付を行う。
水槽付消防ポンプ自動車整備事業
（留萌消防組合負担金）
　現在配置されている車両は、初
年度登録から２７年が経過し、老朽
化が著しく各部品の修繕費が増大
している。この状況では車両本体
および艤装部分の機能障害が懸念
され災害時の消防活動に支障を及
ぼす恐れがあるため車両を更新す
る。
木製クリーンステーション製作事業
　市内に８５５基のクリーンステー
ションを設置しているが、古いもの
は平成４年度設置であり、特に海
岸地域においては腐食が激しく補

留萌小学校

特別養護老人ホーム

倒壊家屋

上空から見た留萌港
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りよだ会議市萌留

議
会
活
性
化
推
進
特
別
委

員
会
の
中
間
報
告

委
員
長　
野
崎　
良
夫

　

四
月
四
日
に
、
第
七
回
目
の
特

別
委
員
会
を
開
催
し
、
次
の
事
を

確
認
し
て
、
精
力
的
に
審
議
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

①
十
分
審
議
を
尽
く
し
、
全
員
の

合
意
形
成
を
十
分
図
る
な
ど
慎
重

に
取
扱
い
ま
す
。

②
改
選
期
の
半
年
前
を
目
途
に
結

論
を
出
し
ま
す
。

③
当
面
は
、
市
民
及
び
市
議
会
議

員
は
、
市
議
会
を
ど
う
見
て
い
る

の
か
と
、
自
治
体
議
員
の
役
割
の

三
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
協
議
し
、

そ
の
後
、
定
数
、
報
酬
な
ど
に
つ

い
て
取
扱
う
こ
と
と
し
ま
す
。

議
会
お
知
ら
せ
掲
示
板

　

留
萌
市
議
会
は
三
月
六
日
、
留

萌
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
六
カ
所

に
「
留
萌
市
議
会
か
ら
の
お
知
ら

せ
」
を
掲
示
し
た
コ
ル
ク
ボ
ー
ド

を
設
置
し
、
市
議
会
定
例
会
の
日

程
や
一
般
質
問
の
内
容
に
つ
い
て

掲
示
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
取
り

組
み
は
、
昨
年
九
月
に
議
員
全
員

で
設
置
し
た
議
会
活
性
化
推
進
特

別
委
員
会
に
お
い
て
、
開
か
れ
た

議
会
と
し
て
透
明
性
の
高
い
運
営

の
一
環
で
、
今
後
に
つ
き
ま
し
て

は
、
閉
会
中
の
掲
示
板
活
用
方
法

と
し
て
常
任
委
員
会
や
特
別
委
員

会
な
ど
の
開
催
日
程
や
協
議
結
果
、

議
会
広
報
紙
と
の
連
動
も
視
野
に
、

随
時
掲
載
し
て
い
く
予
定
で
す
。

Ｆ
Ｍ
放
送

　

市
議
会
の
活
性
化
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
議
会

を
も
っ
と
身
近
な
も
の
と
し
て

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
ど
の

よ
う
な
手
段
が
良
い
か
長
年
の
懸

案
で
あ
り
ま
し
た
。

　

忙
し
く
て
傍
聴
に
こ
ら
れ
な
い

方
た
ち
な
ど
に
も
タ
イ
ム
リ
ー
に

伝
達
で
き
る
方
法
を
模
索
し
て
い

ま
し
た
が
、
幅
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
を
作
る
た
め
に
試
験
的

に
市
内
の
Ｆ
Ｍ
局
で
、
一
般
質
問

の
様
子
を
録
音
で
お
送
り
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

六
月
の
本
会
議
で
の
一
般
質
問

の
様
子
か
ら
お
伝
え
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
た
ち

か
ら
反
響
を
い
た
だ
け
た
ら
、
と

願
っ
て
い
ま
す
。

傍
聴
席
の
椅
子
の
取
替
え

　

長
年
使
用
し
て
き
た
傍
聴
席
の

椅
子
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
ゆ
っ

く
り
時
間
を
と
っ
て
、
ぜ
ひ
傍
聴

に
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ

と
と
、
来
て
い
た
だ
い
て
も
、
座

り
づ
ら
く
長
い
時
間
傍
聴
す
る
の

は
今
ま
で
の
椅
子
で
は
大
変
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
変
わ
り
ま
し
た
。

出
欠
に
つ
い
て

　

議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
の
一

貫
と
し
て
、
本
会
議
及
び
各
委
員

会
の
全
て
の
出
席
状
況
を
公
表
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
住
民
か
ら
信
託
さ
れ
た
議

員
と
し
て
、
一
年
間
の
出
席
状
況

が
広
報
る
も
い
に
お
い
て
毎
年
一

回
掲
載
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
第
一

回
定
例
会
よ
り
一
年
間
分
を
来
年

の
広
報
る
も
い
『
議
会
で
す
・
こ

ん
に
ち
は
』
で
公
表
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
方
法
で

掲
載
し
て
い
く
か
な
ど
詳
細
は
こ

れ
か
ら
の
広
報
特
別
委
員
会
で
決

め
て
い
き
ま
す
。

留
萌
消
防
組
合
議
会
報
告

　

平
成
二
十
四
年
留
萌
消
防
組
合

議
会
第
一
回
定
例
会
は
、
三
月
二

十
二
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
管

理
者
で
あ
る
高
橋
市
長
か
ら
『
留

萌
管
内
の
消
防
広
域
化
に
つ
い

て
』
と
し
て
北
海
道
や
国
の
指
針

に
基
づ
く
検
討
内
容
の
報
告
と
、

『
消
防
車
両
の
更
新
整
備
に
つ
い

て
』
で
は
、
留
萌
と
小
平
の
消
防

署
・
支
署
の
更
新
車
両
配
備
の
行

政
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
一
般
質

問
が
行
わ
れ
、
野
呂
議
員
が
緊
急

消
防
援
助
隊
・
庁
舎
整
備
・
勤
務

条
件
・
広
域
化
等
に
つ
い
て
、
坂

本
茂
議
員
が
消
防
の
広
域
化
・
庁

舎
の
移
転
等
の
内
容
で
答
弁
を
求

め
ま
し
た
。

　

議
案
と
し
て
は
平
成
二
十
三
年

度
補
正
予
算
・
平
成
二
十
四
年
度

予
算
・
三
本
の
条
例
改
正
、
規
約

の
承
認
を
行
い
ま
し
た
。

 

留
萌
南
部
衛
生
組
合
議
会
報
告

　

平
成
二
十
四
年
三
月
一
日
に
留

萌
市
、
増
毛
町
、
小
平
町
の
衛
生

組
合
所
属
議
員
に
よ
る
、
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
補
正
予
算
と

平
成
二
十
四
年
度
予
算
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
議
会
の
中
で
は
、
小

平
町
の
議
員
か
ら
質
問
が
あ
り
、

「
小
平
町
の
生
ご
み
処
理
施
設
建

設
に
伴
う
搬
入
道
路
整
備
な
ど
の

工
事
と
、
現
在
の
ご
み
処
理
場
を

使
用
し
な
が
ら
の
搬
入
作
業
の
円

滑
化
に
つ
い
て
問
題
は
無
い
か
。」

と
い
う
質
問
と
「
工
事
期
間
の
問

題
と
し
て
計
画
通
り
に
完
成
す
る

か
。」
と
い
う
質
問
が
出
さ
れ
、
衛

生
組
合
側
の
答
弁
と
し
て
、
迂
回

路
も
計
画
し
て
お
り
、
搬
入
の
邪

魔
に
な
ら
な
い
作
業
を
す
る
予
定

で
あ
り
、
期
間
内
の
工
事
完
成
を

目
指
す
と
い
う
答
弁
で
し
た
。

留萌市議会事務局 皐 0164・42・1907（直通）鯖 0164・43・6700
E-mail：rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp

るもい健康の駅内掲示板

修が困難なものが多いため、冬期
間における雇用等の経済対策とし
て整備する。

防災マップ作成事業
　津波による浸水、洪水による浸
水、土砂災害危険区域、避難所、
避難場所の表示、更に沿岸部の避
難路、等高線などを加え、防災に
関する基本的な注意事項等も加え
た冊子式の総合的な防災マップを
作成し、各家庭に配布する。
海抜表示板設置事業
　市内沿岸部及び低地域にある北
海道電力が所有する電柱２００箇所
の海抜調査をし、海抜表示看板を
設置することにより、津波災害の
避難の目安として活用され、安
心・安全に寄与する。
乳児家庭全戸訪問・養育支援訪問
事業
　すべての乳児のいる家庭を訪問
し、子育ての孤立化を防ぐために、
その居宅において様々な不安や悩
みを聞き、子育て支援に関する必
要な情報提供を行うとともに、支
援が必要な家庭
に対しては適切
なサービス提供
に結びつけるこ
とにより、地域
の中で子どもが
健やかに育成で
きる環境整備を
図る。
障がい児養育支援事業
　発達遅滞児童や障がいのある児
童が集団生活の環境下で過すこと
により、良好な育成を促す。障が
いのある児童が、すべての児童セ
ンターを利用可能とするため、子
育て支援団体等との委託契約によ

り、各センターに必要な体制を整
える。
留萌小学校改築事業
　留萌小・沖見小の統合にあわせ
留萌小学校の校舎・屋内体育館を
全面改築する。
（Ｈ２４ 基本設計、実施設計）
小中学校学習補助員配置事業
　小学校の新入学１年生及び中学
１年生が学校生活に適応できない
ケースの対応策として小学１年
生・中学１年生が２０人以上の小中
学校５校に学習補助員（臨時職員）
を配置する。
小学校社会科副読本改訂事業
　地域学習において活用する社会
科副読本「るもい」について、平
成１４年度発刊から９年が経過して
おり時代に即した子どもたちの学
習環境の整備はもとより、郷土
「留萌」に対する理解と愛情を育
てるため、全面改訂を行う。
給食センター見学及び給食試食事
業
　毎日、児童生徒が食べている給
食を作っているセンターがどのよ
うな施設かを広く市民に知っても
らい、安心・安全でおいしい給食
をＰＲする。
食による観光施設利活用推進事業
　夏期集中型観光からの脱却及び
旭川圏域をターゲットとした新た
な観光戦略の推進を図るため、泊
食分離の考え方に基づき、海の幸
を中心とした留萌市ならではの食
として「るもい浜焼き」を提供す
る体制を確立することにより、留
萌市民、旭川圏域の住民や観光客
が１年を通して気軽に立ち寄れる
環境を創出し、交流人口の拡大を
図るとともに、留萌の食のＰＲに
資する。
観光施設整備事業
　観光客や市民が多く訪れる海の
ふるさと館や千望台休憩施設の修
繕及び備品の更新を図る。またお
勝手屋「萌」の移転に合わせ、Ｊ
Ｒ留萌駅からの観光客誘導や施設

前の広場を整備する。
①海のふるさと館テラス整備
②駅前観光施設整備
③千望台休憩施設整備
るもい地域再生加速事業
①三省堂書店広告活用宣伝
ブックカバー及びしおり広告を
活用し留萌地域の食など地域の
魅力を発信する。
②客船寄港に伴う観光物産宣伝
乗客に留萌に対する認識を深め
てもらい、地場産品の販路拡大
に繋がるよう、おもてなし事業
を展開する。

留萌観光・感動事業
①レトロ調バス運行
児童や家族連れをターゲットに、
お勝手屋「萌」発着のカズモちゃ
んをイメージキャラクターにし
た観光バスを運行する。
②留萌海岸花火大会
沖見海浜公園において、６月下
旬から８月中旬の毎週土曜日に
打ち上げ花火を実施する。
③情報発信
当該年度実施する観光のピック
アップのほか、お土産情報や地
場産品の紹介などを集約したパ
ンフレットを作成しＰＲを図る。
沖見海浜公園整備事業
　安心安全にかつ快適に利用でき
る身近な海の創出のため、便益施
設及び駐車場を整備する。
浜中運動公園改修事業
　運動公園のソフトボール場及び
野球場の内野インフィールドは硬
化が著しく競技にも影響を与えて
いるため、これを掘り起したうえ
で不足土を補充し表層安定剤を混
入し既存の土と一体化を図り、硬度
の改善と芝生との段差を解消する。

ブックカバー
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月

軽自動車税の税率引き下げについて

▶軽自動車の税率が標準税率に引き下げとなります。
　金額については下の表をご覧ください。

区　　　　　　　分 改正前⇒改正後 
( 円 )

原動機付自転車

第一種 50cc 以下 1,500 → 1,000 

第二種 90cc 以下 1,800 → 1,200 
125cc 以下 2,400 → 1,600 

ミニカー 3,700 → 2,500 

小型特殊自動車 農耕作業用 2,400 → 1,600 
その他 7,000 → 4,700 

軽自動車

二輪のもの (250cc 以下 ) 3,600 → 2,400 
三輪のもの 4,600 → 3,100 

四輪以上の 
もの

乗用 自家用 10,800 → 7,200 
営業用 8,200 → 5,500 

貨物 自家用 6,000 → 4,000 
営業用 4,500 → 3,000 

 雪上車 3,600 → 2,400 
二輪の小型自動車 (250cc を超えるもの ) 6,000 → 4,000 

固定資産税の税率引き下げについて

記号の読み方　　  問い合わせ　  申込先　  電話　  ファクシミリ　  ホームページ　  メール

軽自動車税とは…
　毎年４月１日現在、上記車両の所有者または使用
　者にかかる税金です。
変更手続きはこちらへ

◎原動機付自転車……市役所税務課市民税係
　小型特殊自動車　　 ５６－５００４
◎軽自動車……………旭川地区軽自動車協会
　　　　　　　　　　 ０１６６－５３－７３００
◎二輪の小型自動車…旭川地方自家用自動車協会
  （250ccを超えるもの） ０１６６－５１－１２２１
軽自動車税の手続きは
　車両を廃車・名義変更をしたり留萌市から転出を
　した場合、変更の手続きが必要です。手続きを
　忘れると、「車両を所有してないのに税金がかか
　る」「転出をしたのに留萌市から納付書が届く」
　ということもありますので、変更があった場合は
　必ず手続きをしてください。

 市・税務課（市民税係）　 56-5004

住民基本台帳法改正

▶固定資産税の税率が変更されます。
◎現在の税率　１．５% → １．４%
◎都市計画税の税率０．３%は変更ありません。

固定資産税とは…
　毎年１月１日現在、市内に土地、家屋、償却資産
　を所有している方にかかる税金です。
　平成２４年度は評価替えの年度のため、土地、家 
　屋の評価が見直されます。
※評価額は縦覧制度で確認できます。
　　（縦覧期間　４/1 ～５/３１　2階税務課にて）
   市・税務課（資産税係）　 42-1804

▶本年７月９日に住民基本台帳法が改正されます
◎住民基本台帳カード（住基カード）
　これまでは交付地の市町村から転出すると、新た
　に交付を受けなければなりませんでしたが、　
　７月９日以降は継続して使用できるようになり
　ます。
◎外国人住民の方
　住民票が作成されることになり、外国人登録証も
　法改正後の切替えのときなどに、新しくなります。
　※５月中旬以降、関係者に仮住民票を送付します
　　ので記載内容をご確認ください。
住民基本台帳カード(住基カード )とは…

　住んでいる市町村において交付が受けられる IC
　カードです。本人確認の必要な窓口で、公的な身
　分証明書として利用できます。

 市・市民課　 42-1805

・自動車税は、４月１日現在運輸支局に登録されている所有者（所有権留保付自動車の場合は使用者）にか
　かる税金です。必ず納期内に納めましょう。 
・納税通知書は、５月７日に発送します。納税通知書が届かない方は札幌道税事務所自動車税部 (電話011-
　746-1190)までご連絡ください。
・５月７日に発送する自動車税納税通知書は、金融機関や郵便局のほか、指定のコンビニエンスストアでも、
　これにより納税することが出来ます。

 留萌振興局税務課　 42-8418（８：４５～１７：３０）

自動車税の納期限は５月３１日（木）です。

成人ポリオ予防接種 『移動献血車「ひまわり号」の巡回』

 市・保健医療課 (はーとふる内 )　 49-2558

『がん検診（個別検診）の実施について』

▶市では、はーとふるなどのがん検診（集団）
の他に年間を通して、各種がん検診を市内の医
療機関で受診することができる「個別検診」を
実施しています。
　ぜひ、この機会に検診を受診して、健康管理
にお役立てください。
期間　平成２５年３月２９日（金）まで 

個別検診一覧

 市・保健医療課 (はーとふる内 )　 49-2558

◎７５歳以上の方、生活保護世帯の方は検診料が無料とな
　ります。
◎留萌市国民健康保険加入者は、各検診１，０００円となり
　ます。（ただし、大腸がん検診は５００円） 
◎受診の際は、必ず下記の医療機関に事前予約をお願いし
　ます。
◎医療機関ごとに受診日や時間が定められておりますので、 
　予約の際にご確認をお願いします。

日　時 実施場所

5/28 ㈪

10:00～11:30 留萌開発事務所前 堀 川 町 2
12:30～14:00 留萌市立病院職員通用口前 東 雲 町 2

14:30～16:30 ホーマック・マックスバリュー前 南 町 4

5/29 ㈫ 10:00～16:00 北海道留萌合同庁舎前 住之江町2

5/31 ㈭
10:00～12:00 留萌開発建設部前 寿 町 1
13:00～14:30 留萌地方合同庁舎前 大 町 2
15:00～16:00 保健福祉センターはーとふる前 五十嵐町1

6 / 1 ㈮
10:00～11:30 株式会社堀口組前 高 砂 町 1
12:30～14:30 留萌市役所前 幸 町 1
15:00～16:00 留萌信用金庫本店前 花 園 町 2

検診内容 料金 対象者

医療機関名
留萌　　
市立病院

たけうち
内科循環器
内科医院

留萌
セントラル
クリニック

川上
内科医院

留萌
記念病院

藤田
クリニック

49-1011 42-8820 43-9500 43-6451 42-0271 42-1660
胃がん検診 ３，２００円 ３０歳以上 ◯ × × × ◯ ×
肺がん検診
（喀痰検査）
※喀痰検査は必
　要時のみ実施

１，５００円
１，０００円
　 ４０歳以上 ◯ ◯ ◯ × × ×

大腸がん検診 　  ５００円 ４０歳以上 ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯
子宮がん検診
（頸部のみ）
（頸・体部）

２，０００円
３，０００円

２０歳以上 ◯ × × × × ×

乳がん検診 ２，４００円 ４０歳以上 ◯ × × × × ×

▶昭和５０～５２年生まれの人はポリオ抗体が他
の年齢層に比べて保有率が低いことが判明してい
ます。対象世代が親になった場合、ポリオ接種を受
けた子どもから、ごく稀に感染する場合があります
のでこの機会に予防接種を受けましょう。
日　　時　　５月２９日（火）・３０日（水）
　　　　　　　１３：３０～ ( 受付 )
　　　　　　　１４：００～１５：００
場　　所　　はーとふる　２階多目的ホール
接種料金　　３，０００円　
申込期間　　５月１日（火）～５月２２日（火）

▶乳幼児ポリオ接種も同時に実施します。
 市・保健医療課 (はーとふる内 )　 49-2558

▶日々、輸血用血液が不足しています。移動献血車「ひ
まわり号」が市内を巡回しますので、皆さんのご協力
をお願いします。
献血の日時と実施場所

対象者：昭和５０年～５２年生まれの方



クリーンアップ日本海 グリーンアップ憩いの森

▶市では 5月３０日のごみゼロの日に因んで、
るるもっぺ憩いの森で清掃活動を実施します。
　るるもっぺ憩いの森の利用者や地域住民の
皆さんに、ごみ拾いの協力をお願いします。
ウォーキングをかねて気軽にご参加ください。
清掃日時   ５月３０日(水)　7：００～８：００
集合場所　るるもっぺ憩いの森　各駐車場
◎雨天の場合は中止します。
◎当日は、駐車場周辺でご参加の方にごみ袋
　を配布します。

 市・農林水産課　 42-1837

蒼い海「ビーチ・クリーン」船場公園清掃ボランティアの募集

▶船場公園を利用している皆さんからの提案を受け、市
ではボランティアによる清掃活動を実施しています。
　皆さんのご協力をお願いします。

清掃日時　５月～１０月の第3金曜日　１６：００～１６：３０
集合場所　ドッグラン入り口付近
清掃内容　パークゴルフ場周辺のごみ拾い

　　　　　　ドッグラン内のごみ拾いと消臭剤の散布

◎雨天の場合は第４金曜日、祝日の場合はその前日
◎軍手や火バサミなどは各自で用意してください。
◎消臭剤、散布機、ごみ袋などは、市で用意します。

 市・都市整備課　 42-2010

▶市民ボランティア団体
「蒼い海」では５月から
９月まで定期的に海辺の
清掃を行います。皆さん
も気軽に参加してみませ
んか？
清掃日時　5月１２日 ( 土 )、２６日 ( 土 )
　　　　　　集合８：００（１時間程度）
集合場所　ゴールデンビーチ南側駐車場
◎雨天の場合は中止します。
◎軍手・火バサミ・ごみ袋は「蒼い海」が用
　意します。
　詳しくは蒼い海のホームページをご覧ください。
 http://so-ran.jp/aoiumi.html 　  　
 代表　鵜城雪子　 090-2050-6552

船場公園（ドッグラン、パークゴルフ場、多目的芝広場など）利用者協力金の募集

▶市では船場公園の利用者や市民の皆さんから、公園施
設を快適に利用していただくため、公園の維持管理費の
協力金を募っています。
　ＪＲ留萌駅裏にある船場公園は現在年間１３０万円ほ
どの経費がかかっています。平成２１年度からご協力い
ただいている協力金はこれまでに８４万円ほどです。
　協力金は、市・都市整備課の窓口と右記の臨時窓口で
受け付けていますので、ご協力をお願いします。

臨時窓口の場所と期間
　・船場公園内 ( あずまや付近 )　
　　　５月７日 ( 月 ) ～１３日 ( 日 )
　・るもいプラザ
　　　５月１４日 ( 月 )
臨時窓口の開設時間

　１０：００～１１：００、１４：００～１５：００
 市・都市整備課　 42-2010

▶海岸に流れ着いたごみを一掃し、
美しい海岸線を取り戻しましょう。
　今年も市民・事業者が集まって
ごみ拾いを行います。
清掃日時　５月３０日 ( 水 )　７：００～８：００
清掃地域

　・礼受海岸（旧礼受小前）　  ・浜中海岸（浜中海浜公園）
　・三泊海岸（臼谷漁港手前）  ・沖見海岸（ゴールデンビーチるもい）

◎雨天の場合は、5月 31 日 ( 木 ) に延期します。
◎ごみ袋は当日配布します。
◎軍手や火バサミなどは各自で用意してください。

 市・環境保全課　 42-1806

ハイブリット・クラリネット・チャリティー・ライブ
2012＠留萌サンセットカフェ＆バー

留萌市芸術劇場助成事業
田中　正敏 氏

《曲　名》＊ルパン三世  ＊もらい泣き  ＊また君に恋してる　ほか
《連絡先》ＮＰＯ法人留萌観光協会　43-6677
　　　　オロロンライン ミュージックサポートクラブ　42-1346　

２０１２.５.２７（sun  ）１８：００ 開場　１８：３０ 開演
《場　　所》海のふるさと館2F　留萌サンセットカフェ＆バー
《チケット》前売り：2,500円　当日：3,000円（各ワンドリンク付）

「のだめカンタービレ」の舞
台、フランス国立パリ高等音
楽学院を首席で卒業し、現在
東京学芸大学講師などで活躍
する田中正敏氏ほかの出演。
　日本一の夕日の街「留萌市」
でしか出会えない大自然と感
動的な音楽の響きをどうぞ。

ハイブリット・クラリネット・チャリティー・ライブ
2012＠留萌サンセットカフェ＆バー

山林に入る時の心構え ５月は「自転車月間」です

▶山菜採りなど山林に入ることが多く
なる季節になります。入林の際は自然
への配慮や入林に関するマナーを守
り、次の点に注意しましょう。

山菜採りのマナーと注意について
①入林の際は、所有者の承諾を得てか
　らにしましょう。
　特に、国有林・道有林は、入林に関
　する手続きが必要になりますので所
　定の手続きをしましょう。

②山火事防止のため、火の取り扱いに
　十分注意しましょう。山火事を発
　見した場合は留萌消防署 ( １１９)
　に通報しましょう。

③家族などに行き先と帰宅時間を知ら  
　せてから出かけましょう。

④一人での入林を避け、二人以上で声
　を掛け合い、お互いの位置を確認し
　ましょう。

⑤服装は、白や黄色など目立つ色にし
　ましょう。

⑥携帯電話や非常食、クマよけのため
　の鈴やラジオなどを携帯しましょう。

⑦クマの足跡やフンを見つけた時には、
　すぐに引き返しましょう。

⑧山林で飲食をした場合は、ごみを捨
　てたり埋めたりせず、必ず持ち帰り
　ましょう。

⑨迷った時には無理をせず、落ち着いて
　行動しましょう。

 市・農林水産課　 42-1837

▶自転車は、道路交通法上、車両の一種 ( 軽車両 ) です。
　正しいルールを知り、安全に自転車を利用しましょう！ 

自転車安全五則
１．自転車は車道が原則、歩道は例外
２．車道は左側を通行
３．歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
４．安全ルールを守る
　　・飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　　・夜間はライトを点灯
　　・交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
５．子どもはヘルメットを着用

傘さし・携帯電話・ヘッドホンなどの禁止
夕暮れ時は早めにライトを点灯

 市・総務課　 56-5005

市内巡回！ 犬の登録・狂犬病予防注射

▶犬の登録、狂犬病予防注射を市内各会場で実施します。
　狂犬病予防注射は、年1回受けることが法律で義務付けられてい
ますので、必ず受けましょう。
　犬の登録 (生後９１日以上…生涯１回 )は、市・環境保全課で随
時受付していますが、巡回期間中は各会場でも登録できます。登録
されていない犬を飼われている方は、必ず登録してください。

狂犬病とは…
　狂犬病という名称から犬だけの病気と思われがちですが、人や
　猫、その他ほとんど全てのほ乳類に感染する病気です。発病する
　と１００％死に至る恐ろしい伝染病です。

実施期間　５月９日（水）～５月１３日（日）
※会場、時間などは、町内回覧、
　市ホームページをご覧ください。

 市・環境保全課　 42-1806
http://www.e-rumoi.jp/　　



粗大ごみ収集日

日　程 収　　集　　地　　区　　　　
16日㈬ 大町、瀬越町、港町、明元町、幸町、本町　　
17日㈭ 寿町、礼受町、浜中町、沖見町、平和台
18日㈮ 見晴町、宮園町、錦町、開運町、栄町
23日㈬ 三泊町、塩見町、春日町、元町、船場町、花園町、末広町、旭町
24日㈭ 住之江町、泉町、野本町、千鳥町、元川町、神居岩、堀川町、高砂町、五十嵐町
25日㈮ 東雲町、緑ケ丘町、南町、潮静、大和田、藤山町、幌糠町、中幌、樽真布、南幌、峠下町、東幌
◎収集日の前日の午前中（正午）までに美・サイクル館に申し込みしてください。

　  美・サイクル館　 46-1600

21 世紀の桜の丘　市民育樹祭

▶神居岩公園「２１世紀の桜の丘」整備事業な
どで植樹した桜を守り育てるため、「市民育樹祭」
を開催します。皆さんの参加をお待ちしています。
内　　容　施肥作業など

　　　　　　（必要な資材は市が用意します）
日　　時　５月２０日（日）

　　　　　　１０：００～１１：００
集合場所　神居岩公園 グリーンスポーツ管理棟前
◎雨天でも実施しますので、雨具の用意をお願
　いします。
◎車でお越しの方は、神居岩公園駐車場をご利
　用ください。
◎送迎バスを運行しますのでご利用ください。
送迎バス運行時間

 市・都市整備課　 42-2010

こさえーる料理講習会

場　所
萌 寿 園 正 門
旧 ロ ー ソ ン 沖 見 店 前
港 南 中 学 校 前
留 萌 市 役 所 前
樺 沢 金 物 店
J R 留 萌 駅
モ ス バ ー ガ ー 留 萌 店
留 萌 中 学 校 正 門 前
第 2 南 町 バ ス 停
会 場

時　間
９：１０
９：１３
９：１６
９：２０
９：２４
９：２８
９：３３
９：３６
９：４１
９：５０

▶手づくり豆腐、油アゲ、卯の花（惣菜）作り講習会
を開催します。この機会に参加しませんか。

日　　時　５月１７日（木）９：００～
会　　場　風土工房「こさえーる」（藤山町）
講　　師　食を楽しむネットワーク「秋桜」
参  加  費　１人　８００円
定　　員　１０人
必要なもの　エプロン、キャップ（三角巾）
申込期間　５月８日（火）～１３日（日）

 風土工房「こさえーる」　 43-4556

平成 24年度　調理師試験

▶調理師試験を下記のとおり実施します。

試験日時　８月３０日(木)　１３：３０～１６：００
試験会場　滝川市
提出期間　５月１４日(月)～５月２５日(金)    消印有効
提  出  先　留萌保健所
提出書類　調理師試験受験願書など

※受験願書の配布先、試験についてのお問い合わ 
　せは下記までご連絡ください。

 留萌保健所　子ども・保健推進課　 42-8326

高次脳機能障がい者家族の集い永住帰国した中国残留邦人・
樺太残留邦人の皆さんへ　

▶留萌保健所では、高次脳機能障がい者の家族が集
まり、情報交換や学習会を開催しています。
日　時　５月１５日（火）　１０：００～１２：００
場　所　留萌保健所
対象者　高次脳機能障がい者の家族

◎参加ご希望の方は予めご連絡をお願いします
高次脳機能障害とは…

　交通事故や脳疾患などに起因する脳の外傷後に、記
　憶障害や一度に複数のことを言われるとパニックに
　なったり、以前と人が変わったなどの症状があります。
 留萌保健所　子ども・保健推進課　 42-8327

▶一定の要件に当てはまる６０歳以上の中国残留 
邦人・樺太残留邦人の方々に対し、満額の老齢基礎 
年金を支給する制度があります。
　この制度が始まった平成２０年１月１日時点で
一定の要件に当てはまっていた方は、平成２４年
１２月３１日が申請の締め切りになります。
　まだ申請がお済でない方は、下記までお問い合わ
せください。中国語対応可能です。

 厚生労働省中国孤児等対策室　     　　　　　
03-5253-1111（内線：3468）　　　   　
http://www.mhlw.go.jp/bunya/engo/

dl/zanryukoji12-01.pdf

道営住宅入居者募集

団地名 建設 ( 改善） 募集住戸
戸数 間取 住戸面積 月額家賃

泉 28号棟 S50（H15） 2戸 2LDK（305・405） 60.2㎡ 17,100 ～ 33,500 円
栄 34 号棟 H1 1 戸 2LDK（201）　　　 61.8㎡ 16,700 ～ 32,800 円

野本中央 A H9 2 戸 2LDK（102・305） 63.0㎡ 19,400 ～ 39,200 円
野本中央 A H9 1 戸 3LDK（303）　　　 73.8㎡ 22,700 ～ 44,700 円
野本中央 B H10 2 戸 3LDK（303・305） 73.7㎡ 23,000 ～ 45,200 円

▶道営住宅の入居者の募集を行います。
申込書配布期間　　５月１７日（木）～２３日（水）
受　付　期　間　　５月２１日（月）～２３日（水）
案内配布、受付場所　　留萌振興局建設指導課
申 し 込 み 条 件　　①住宅に困窮している方
　　　　　　　　　　②公営住宅法に定める収入基準に該当する方
　　　　　　　　　　③入居申込者及び同居者が暴力団員でないこと
そ　　の　　他　　応募が募集戸数を上回った場合、５月３０日（水）に抽選会で入居者を決定します。
一般世帯向け住宅

◎家賃は、その世帯の収入や扶養親族などにより異なります。
◎駐車場料金は、月額２, ９７０円かかります。
◎共益費が別途毎月かかります。
◎入居できる時期は、６月中旬以降となります。
◎申し込み時は印鑑・所得並びに世帯を確認できる書類などをご持参下さい。（例：戸籍謄本、源泉徴収票）
◎犬・猫などのペットを飼育することは禁止しています。

 留萌振興局建設指導課　 42-8451

市営住宅の相談を受け付けています
　留萌市では、現在住宅に困窮されている方のために、市営住宅の相談
を受け付けています。お気軽に下記までご相談下さい。

　❖相談受付　　都市整備課建築住宅係（市役所分庁舎２階）
　　　　　　　　☎ 42-2025
　❖受付時間　　９：００～１５：００（時間外及び土日祝祭日等は除く）



　
『
お
み
や
げ
処 

お
勝
手
屋
萌
』
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
留
萌
観
光
協
会
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
に
旧
留
萌
信
用
金
庫
駅
前
支
店
跡

に
移
転
し
ま
し
た
。　

　
開
店
か
ら
14
年
目
、
当
初
か
ら
支
え
て
き

た
の
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
留
萌
観
光
協
会
副
会

長
安
達
利
子
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
女
性
ス

タ
ッ
フ
達
で
す
。
仕
入
れ
、
接
客
な
ど
全
て

が
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
永
く
営
業
を
続

け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
留
萌
を
少
し
で
も
元

気
に
し
た
い
、
留
萌
の
良
い
も
の
を
知
ら
せ

た
い
と
の
熱
い
想
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。

開
店
当
時
か
ら
の
夢
は
、
い
つ
か
は
地
元
の

食
材
を
使
っ
た
加
工
品
を
開
発
す
る
こ
と
で

し
た
。
開
店
か
ら
６
年
目
、
夢
を
現
実
に
し

ま
し
た
。
地
元
の
農
家
か
ら
規
格
外
の
カ
ボ

チ
ャ
を
仕
入
れ
、
ス
タ
ッ
フ
自
ら
加
工
し
カ

ボ
チ
ャ
ペ
ー
ス
ト
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
菓
子
や
羊よ
う
羹か
ん
、
う
ど
ん
な
ど

９
種
類
も
の
カ
ボ
チ
ャ
製
品
が
店
頭
に
並
ん

で
い
ま
す
。

　
旧
店
舗
よ
り
も
店
舗
面
積
が
広
く
な
り
、

ゆ
っ
た
り
と
買
い
物
や
休
憩
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
お
勝
手
屋
萌
は
、
今
、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。　

　
「
開
店
14
年
目
を
迎
え
た
今
、
こ
れ
か
ら

の
『
萌
』
の
位
置
づ
け
が
変
わ
っ
て
く
る
と

感
じ
て
い
ま
す
」
と
安
達
さ
ん
。

　
留
萌
管
内
の
観
光
情
報
の
発
信
拠
点
と
し

て
、
ま
た
、
新
商
品
や
特
産
品
の
テ
ス
ト
販

売
、
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
積
極
的
に
活
用
さ
れ

る
店
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　　
『
市
民
の
憩
い
の
場
、
萌
』
と
な
る
日
に

向
か
っ
て
。

『
お
み
や
げ
処
　
お
勝
手
屋
萌
』

今
日
も
、
笑
顔
と
と
も
に

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
」

の
元
気
な
声
が
響
き
ま
す
。

留萌
観光・感動
物語

夢
が
現
実
に

憩
い
の
場
、
萌

笑顔が素敵なスタッフ
前列左、安達利子さん
（NＰＯ法人留萌観光協会
副会長）

留萌市  海のふるさと館
43-6677

4/28 ～ 10/10
9：00～ 18：00
期間内無休

大 町 2 丁 目
開 館 期 間
開 館 時 間
定 休 日

ゴールデンビーチ  るもい

7/7 ～ 8/19
南ゾーン (駐車場）
テント村あり
貸しテントあり
砂浜は無料

沖見町2丁目
開 設 期 間
バリアフリートイレ
キャンプスペース

礼受牧場
43-0964

4/28 ～ 10/14
10：00～ 18：00
（6/20～8/20は20：00まで）
無休
（祝日は営業）

礼 受 町
開 業 期 間

定 休 日

千望台休憩施設
42-0569

4/21 ～ 10/28
10：00～ 18：00
（7月、8月は19：00まで）
毎週火曜日

礼 受 町
閉 業 期 間
開 店 時 間

定 休 日

黄金岬

無料
浅橋の供用開始して
います

大 町 2 丁 目
キャンプスペース

ＮＰＯ法人留萌観光協会が
管理する観光施設 など

43-6817

栄町３丁目   43-1100
開店時間
　　9：00～ 18：00
定休日
　　3月中旬～12月　無休
　1月～3月中旬　水曜定休

おみやげ処 お勝手屋萌



・小説　「ナミヤ雑貨店の奇蹟」東野圭吾（角川書店）
・政治　「日本の試練」櫻井よしこ（新潮社）
・科学　「面白くて眠れなくなる化学」左巻健男（ＰＨＰエディターズ・グループ）
・児童　「転校生は忍びのつかい」加部鈴子（岩崎書店）

３㈭

４㈮

５㈯

６㈰

12㈯

18 ㈮

23 ㈬

26 ㈯

30 ㈬

７㈪ 14㈪ 21 ㈪ 25 ㈮ 28 ㈪〔休館日〕 （25日のみ館内整理日休館）５月

図書館からのお知らせ　☎ 42-2300

５日㈯
１０時３０分～

一般向け「踊る大走査線　ＴＨＥ　
ＭＯＶＩＥ」（１２７分）

１３時３０分～
児童向け「ちびまる子ちゃん
　　　　　野口さん、初登場」

（７０分）

３日㈭
１０時３０分～

一般向け「モロッコ」
（９２分）

　１３時３０分～
児童向け「おどるポケモン
　　　　  ひみつ基地」　

（４５分）

４日㈮
１０時３０分～

一般向け「黒澤明監督　用心棒」
（１１０分）
１３時３０分～

児童向け「ドラえもんのび太と
　　  アニマル惑星」
（１００分）

６日㈰
　１０時３０分～

一般向け「ブリット」（１１４分）
１３時３０分～

児童向け「千と千尋の神隠し」　
（１２４分）

新しい本が入りました（一部ご紹介します）

12日㈯
こどもの読書週間行事
特別おはなし会
１３：３０～

18日㈮
ちいさいこの
おはなしかい
１１：００～

30日㈬
水曜おはなしかい
１１：００～

26日㈯
土曜おはなし会
１３：３０～

ブックスタート
はーとふるにて
１３：００～

ブックスタートとは？
本に親しむきっかけと
して、９カ月健診の
時、赤ちゃんと保護者
に絵本をプレゼントし
ています。

〔映画会〕 〔映画会〕

〔映画会〕 〔映画会〕

何でもご相談ください !

伊藤徳彦司法書士事務所
い      とう のり     ひこ 不動産登記不動産登記

相続、売買等

商業登記商業登記
役員変更、
会社設立等

成年後見人
申立て

成年後見人
申立て

不動産登記

商業登記 成年後見人
申立て

☎56-4454 itou.norihiko@brown.plala.or.jp
〒077-0006 留萌市末広町１丁目10番2号 プラネックスヴィラA105号室

何でもご相談ください !
主な業務



　

食
生
活
の
欧
米
化
に
伴

い
、「
大
腸
が
ん
」り
患
率
は
、

近
年
日
本
の
が
ん
全
体
の
第

２
位
と
な
る
ま
で
に
増
え
て

い
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
の
検
診
は
便
を

取
っ
て
提
出
す
る
だ
け
の
簡

単
な
検
査
で
す
。
検
査
機
関

で
便
の
中
に
血
液
が
ま
じ
っ

て
い
な
い
か
を
検
査
し
ま

す
。
大
腸
が
ん
検
診
で
が
ん

が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
５
年

生
存
率
は
90
％
以
上
と
な
っ

て
お
り
、
早
期
発
見
に
よ
る

治
療
の
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
が
ん
検
診
で
精
密
検

査
を
勧
め
ら
れ
た
場
合
は
、

し
っ
か
り
受
診
し
検
診
結
果

を
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
集
団
検
診
に
加

え
、
こ
の
４
月
か
ら
は
、
市

内
医
療
機
関
で
も
随
時
大
腸

が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
年
に
一
度
は
忘
れ
ず
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

　
気
軽
に
検
診

　
　
　『
大
腸
が
ん
』

健康ひろば
保健福祉センター
　　　はーとふる

るもい健康の駅     
☎ 43-8121☎ 49-2558

▶開館時間　9：00 ～ 17：00
　　　　　　水・木曜日
　　　　　　9：00 ～ 20：30
　　　　　　　但し 20時以降は
　　　　　　　入館できません
▶休館日　　月曜日・祝日
▶５月のイベント
　12日㈯　「救急蘇生法」と
　　　　  　「ＡＥＤ」講習会　
　　　　  　13：00 ～ 14：30
　22日㈫　認知証サポーター養成
　　　 　 　講習
　　　　  　13：00 ～ 14：30
　26日㈯　「医師のお仕事」
　　　 　 　講師：小海康夫
　　　　  　13：00 ～ 14：00

5 月 10 日㈭ 10：00 ～ 11：00 12：30 ～ 15：00
24 日㈭ 13：30 ～ 15：00

フッ化物塗布 （予約制）
対象は１歳６カ月以上の子どもです。

5月 毎週月曜日 10：00 ～ 12：00 13：30 ～ 15：30
4 日㈮休み毎週金曜日

ピンピンからだひろば
高齢者対象の筋力アップ体操。時間内出入自由。

5月 10 日㈭
31日㈭ 9：30 ～ 11：30 13：00 ～ 15：00

母子健康・栄養相談（乳幼児）
乳幼児の発育・発達や育児などについてご相談ください。

5月 17 日㈭　10：00 ～ 11：30
※会場　潮静児童センター

一般健康・栄養相談（乳幼児～成人）
年齢を問わず健康相談を行います。

5月 29 日㈫
30日㈬

生後3カ月から90カ月
未満（2回接種）

14：00 ～ 15：00 
（受付は13：30～）

急性灰白髄炎（ポリオ）

※ポリオワクチンは急性灰白髄炎（小児マヒ）を予防するワクチン
　です。41日以上の間隔をおいて、2回接種する予防接種です。

※上記以外の日曜日・祝日及び夜間の診療は 
　かかりつけの病院・医院へお問い合わせく
　ださい。
※市立病院は２次医療病院として、すべての
　土曜日・日曜日・祝日・夜間に対応してい
　ます。

川上内科医院
錦町4丁目　☎ 43-6451
午前 9時～午後5時

楽しくふまねっとをやりませんか
　５月から毎週木曜日の１０時～
１１時にふまねっと教室（無料）を
開催します。動きやすい服装、運動
靴をご持参ください。

お 知 ら せ

5 月

5月 20日の日曜当番医院

は
ー
と
ふ
る
健
康
コ
ラ
ム

※はーとふる以外の各医療機関での予防接種は、広報４月号に折り込み
　したピンクの用紙「留萌市保健予防事業一覧」をご参照ください。

４カ月児 ９カ月児

5月
22 日㈫ 24年  1月生 23 日㈬ 23年 7月生
1歳 6カ月児 3歳児

 9 日㈬ 22年10月生   8 日㈫ 21 年 4月生

乳幼児検診
対象児には事前に文書でお知らせします。



● 下記以外のお問い合わせ 
　総　務　課　42-1801
● 市の財政、地籍調査など 
　財　務　課　42-1813
● 道市民税など 
　税　務　課
　　 市民税係　56-5004
● 固定資産税など 
　　 その他の係　42-1804
● 広報、町内会、市民活動など 
　政策調整課　42-1809
● 農業、漁業、 水産加工業など 
　農林水産課　42-1837
● 商工業、観光、港湾など 
　経済港湾課　42-1840
● 社会福祉施設、障がい者、　
　 生活保護など 
　社会福祉課　42-1807
● 戸籍、印鑑証明など 
　市　民　課　42-1805
● 道路、公園、市営住宅など 
　都市整備課　42-2010
● 水道料金など 
　上下水道課　 　　　　
　 上水道関係　42-5151
● 下水道など 
　  下水道関係　42-2049
● 公衆衛生、市営墓地など 
　環境保全課　42-1806
● 市内の小中学校など 
　教育委員会学校教育課 
　　　　　　　42-3006
● 児童手当、児童虐待など 
　教育委員会こども課 　
　　　　　　　42-1808
● 社会教育、スポーツなど
　教育委員会生涯学習課
　　　　　　　42-0435
● 健康づくり、介護保険など
　はーとふる
　　　　　　　49-2558
● るもい健康の駅など
　コホートピア推進室
　　　　　　　56-1535

人口と世帯数
（平成 24年 3月末現在） 
※（　）内は前月比

総人口 24,036人
（- 175人）

　男 11,526人（-92人）
　女 12,510人（- 83人）
世帯数 12,106世帯

（-53世帯）

人口動態
（平成 24年 3月）

出　生 8人
死　亡 24人
転　入 148人
転　出 307人

納　税
今月納期の市税
固定資産税　　1期
軽自動車税　　
　納期限　５月 31日㈭
夜間納税相談窓口
　５月 10日㈭・24日㈭
　20時まで
休日納税相談窓口
　５月 27日㈰
　９時～ 17時
場所　税務課
　 42-1804

主な電話番号

留萌市情報アンテナ

　今月号の特集１でご紹介したよ
うに、市の組織体制が変わりまし
た。将来的なワンストップサービスに向けて、最初
の一歩を踏み出しました。税務課市民税係が１階へ
移動しましたので、確定申告もより便利になります。
職員が動き、情報を動かすことで、市民サービスの
向上を図っていきます。皆さんのご意見をお待ちし
ています。

総務課長
益
ます
田
だ
　克
かつ
己
み今月の

課長

■ 日時　５月２８日㈪　8：50 ～ 17：20
■ 場所　市長室
 市・政策調整課　 ４２-１８０９

市長とフリートークしてみませんか！

koucyou@e-rumoi.jp
市民の声メール

０１２０－２２３－８４６
市長とホットライン（ＦＡＸ）

あなたと市政をつなぐ

ホームページ
http://www.e-rumoi.jp/
eメール
kikaku@e-rumoi.jp

WEB市役所あての郵便物は下記郵便番号とあて名（留萌市役所・
担当課）で届きます。
〒077-8601　留萌市幸町1丁目11番地

『留萌市情報プラザ』
毎週月～金曜日
朝　　8：05～8：10
夕方　5：05～5：10

広報るもいは
再生紙を使用
しています

Facebookページ
『るもい生活』開設しました
るもいの今をお届けします

FM 76.9M㎐  エフエムもえる
災害時は76.9M㎐
留萌市とエフエムもえるは
災害協定を結んでいます

市民相談担当が
新設されました

５６－５００３

お困りですか はーとふる
４９－２５５８

健康・栄養相談

留萌振興局保健環境部保健行政室
４２－８３２７

精神保健相談

生涯学習課
４２－０４３５

教育電話相談室

総務課
５６－５００５

防災相談
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当金庫はおかげさまで
本年１２月に創業８０周年を迎えます
当金庫はおかげさまで
本年１２月に創業８０周年を迎えます
　当金庫は昭和７年１２月２３日、留萌市南大通り（現在の本町３丁目）で信用金庫の
前身である留萌信用組合として産声を上げ、今日に至っております。
　本年、創業８０周年を迎えるにあたりまして、改めて会員の皆様をはじめ地域の皆様
のご支援、ご愛顧に対し深く感謝申し上げます。
  これからも信用金庫の使命である地域の皆様への積極的貢献に努め、創立１００年
への足掛かりとなる新たな第一歩を踏み出して参ります。
      当金庫の旧駅前支店が
　　　『 お勝手屋　萌 』として生まれ変わります
　昭和３７年開設以来、永くご愛顧いただいておりました当金庫、駅前支店は、留萌観
光協会様との間で先般､５年間の無償賃貸契約を結び、姿を変えてご活用いただくこと
になりました。
　今後は同協会様が運営する『 お勝手屋 萌 』に生まれ変わり、４月２６日移転オープ
ンいたします。
　駅前支店同様、引き続きのご愛顧よろしくお願い申し上げます。
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